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は
じ
め
に

一
九
一
九
年
に
起
こ
っ
た
五
四
運
動
で
、
学
生
が
主
動
的
な
役
割
を
果
た
し
た
こ

と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
だ
が
学
生
た
ち
の
矛
先
は
、
政
権
や
列
強
諸
国
に
向
け

ら
れ
た
だ
け
で
は
な
く
、
自
ら
が
通
う
学
校
に
も
、
容
赦
な
く
向
け
ら
れ
た
。
新
文

化
運
動
期
に
は
、
全
国
各
地
で
「
学
潮
」
と
呼
ば
れ
る
学
校
紛
争
が
数
多
く
発
生
し

た
。
学
潮
と
は
、
学
生
が
校
長
や
教
師
の
追
放
、
留
任
、
ま
た
は
教
育
改
革
な
ど
を

求
め
て
、
授
業
ス
ト
ラ
イ
キ
な
ど
の
直
接
的
な
抗
議
行
動
を
起
こ
す
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
動
き
は
女
子
の
学
校
に
お
い
て
も
例
外
で
は
な
か
っ
た
。
当
時
、
女
子
教
育

は
発
展
に
向
か
っ
て
は
い
た
も
の
の
、
教
育
の
現
場
に
は
新
旧
さ
ま
ざ
ま
な
思
想
が

入
り
混
じ
り
、
数
々
の
混
乱
が
生
じ
て
い
た
。
学
潮
は
、
学
生
の
日
頃
か
ら
蓄
積
さ

れ
た
不
満
が
、
最
た
る
形
で
表
れ
た
ケ
ー
ス
で
あ
る
と
言
っ
て
よ
い
。
従
っ
て
学
潮

を
分
析
す
る
こ
と
に
よ
り
、
当
時
の
女
学
生
た
ち
が
ど
の
よ
う
な
こ
と
に
不
満
を
感

じ
、
何
を
求
め
て
い
た
の
か
が
、
具
体
的
に
見
え
て
く
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

一
九
二
四
年
に
発
生
し
た
北
京
女
子
師
範
大
学
事
件
は
、
魯
迅
が
関
わ
っ
た
こ
と

か
ら
広
く
知
ら
れ
て
お
り
、
特
に
文
学
方
面
か
ら
の
研
究
が
進
ん
で
い
る①
。
北
京
女

子
師
範
大
学
事
件
の
経
緯
を
見
る
限
り
で
は
、
同
校
特
有
の
事
情
か
ら
発
生
し
、
特

に
楊
蔭
楡
と
い
う
女
性
校
長
の
個
人
的
な
責
任
が
大
き
か
っ
た
か
の
よ
う
な
印
象
を

受
け
る
。
だ
が
似
た
よ
う
な
ケ
ー
ス
は
、
全
国
各
地
の
女
子
学
校
で
頻
発
し
て
い
た②
。

こ
れ
ら
の
女
子
学
校
に
お
け
る
学
潮
の
報
道
を
見
る
と
、
学
潮
が
発
生
し
た
原
因
、

そ
し
て
運
動
の
進
め
ら
れ
方
に
は
、
か
な
り
共
通
す
る
点
が
多
い
こ
と
が
わ
か
る
。

つ
ま
り
北
京
女
子
師
範
大
学
事
件
と
は
、
必
ず
し
も
特
異
な
ケ
ー
ス
だ
っ
た
の
で
は

な
く
、当
時
の
社
会
現
象
の
一
つ
と
し
て
も
と
ら
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

学
潮
と
政
治
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
呂
芳
上
氏
に
よ
る
詳
細
な
研
究③

が
あ
る
。
呂
芳
上
氏
も
指
摘
し
て
い
る
通
り
、
学
潮
と
政
治
運
動
と
は
密
接
に
つ
な

が
っ
て
お
り
、
切
り
離
し
て
考
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
だ
が
本
稿
は
、
学
潮
を
通

し
て
女
学
生
の
動
向
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
た
め
、
学
校
の
外
へ
と

向
け
ら
れ
た
愛
国
運
動
や
社
会
運
動
に
つ
い
て
は
簡
単
に
触
れ
る
に
留
め
、
教
育
現

場
に
お
け
る
争
い
に
焦
点
を
し
ぼ
っ
て
、
考
察
を
加
え
た
い
。

学
潮
に
は
必
ず
と
言
っ
て
い
い
ほ
ど
、
学
外
に
そ
れ
を
支
援
す
る
勢
力
が
存
在
し
、

メ
デ
ィ
ア
も
こ
の
動
き
に
深
く
関
わ
っ
て
い
た
。
上
海
で
刊
行
さ
れ
た
国
民
党
系
の

新
聞
『
民
國
日
報
』④
は
、
学
潮
に
関
す
る
記
事
が
多
い
こ
と
で
知
ら
れ
る
。『
民
國
日

報
』
は
、
学
潮
を
支
援
す
る
立
場
か
ら
数
々
の
学
潮
を
紙
面
に
取
り
上
げ
、
時
に
は

学
潮
に
批
判
的
な
他
の
メ
デ
ィ
ア
と
、
論
争
を
繰
り
広
げ
る
こ
と
も
あ
っ
た⑤
。
本
稿

で
は
『
民
國
日
報
』
と
そ
の
副
刊
行
物
と
し
て
発
行
さ
れ
た
『
覺
悟
』『
婦
女
評
論
』⑥

『
婦
女
週
報
』
か
ら
、
女
子
学
校
の
学
潮
に
関
す
る
記
事
を
拾
い
出
し
、
そ
こ
か
ら
女

学
生
の
動
向
を
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
。
報
道
の
中
に
は
も
ち
ろ
ん
、
誇
張
や
捏

造
が
含
ま
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
だ
が
こ
こ
で
は
、
社
会
に
向
け
た
報
道
の
中
で
、
メ

デ
ィ
ア
が
一
体
何
を
伝
え
よ
う
と
し
て
い
た
か
を
探
る
た
め
、
学
潮
を
め
ぐ
る
言
説

の
一
部
と
し
て
分
析
し
た
い
。考
察
の
対
象
と
す
る
期
間
に
つ
い
て
は
、狭
義
の
五
四
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運
動
が
収
束
し
た
一
九
一
九
年
の
夏
よ
り
、
国
内
最
大
規
模
の
学
潮
と
も
言
え
る
、

北
京
女
子
師
範
大
学
事
件
が
始
ま
る
一
九
二
四
年
の
夏
ま
で
の
五
年
間
と
す
る
。
学

潮
の
報
道
を
見
て
い
く
こ
と
で
、
女
学
生
た
ち
が
メ
デ
ィ
ア
に
動
か
さ
れ
な
が
ら
、

自
ら
も
ま
た
積
極
的
に
メ
デ
ィ
ア
を
利
用
し
よ
う
と
し
て
い
た
こ
と
も
、
明
ら
か
に

な
る
だ
ろ
う
。

一
、
主
な
学
潮
の
報
道
と
そ
の
概
要

ま
ず
は
史
料
と
な
る
『
民
國
日
報
』
に
つ
い
て
、
簡
単
に
述
べ
た
い
。『
民
國
日

報
』
は
一
九
一
六
年
、
中
華
革
命
党
﹇
後
の
中
国
国
民
党
﹈
の
メ
ン
バ
ー
が
上
海
で

創
刊
し
た
新
聞
で
あ
る
。編
集
者
に
は
後
に
国
民
党
内
の
民
主
派
と
呼
ば
れ
た
者
や
、

マ
ル
ク
ス
主
義
に
共
感
を
示
し
た
者
が
多
い
。
一
九
一
〇
年
代
後
半
か
ら
二
〇
年
代

半
ば
に
か
け
、
国
民
党
は
学
生
へ
の
勢
力
拡
大
を
図
り
、
軍
閥
政
権
に
揺
さ
ぶ
り
を

か
け
る
た
め
、学
潮
を
支
援
す
る
方
針
を
取
っ
て
い
た⑦
。『
民
國
日
報
』
は
党
の
方
針

を
受
け
、
積
極
的
に
学
潮
を
支
援
す
る
報
道
を
続
け
た
。
同
紙
に
は
他
の
大
型
新
聞

と
同
様
、
不
定
期
、
あ
る
い
は
週
ご
と
に
副
刊
と
い
う
形
で
副
刊
行
物
が
付
け
ら
れ

た
。
本
稿
で
取
り
上
げ
る
『
覺
悟
』『
婦
女
評
論
』『
婦
女
週
報
』
は
、い
ず
れ
も
『
民

國
日
報
』
の
副
刊
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
副
刊
は
日
刊
紙
で
は
な
い
た
め
、
個
々
の
学

潮
の
経
緯
を
逐
一
報
道
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
時
事
評
論
と
し
て
ひ
ん
ぱ
ん
に

学
潮
を
記
事
に
取
り
上
げ
た
。

『
民
國
日
報
』
と
そ
の
副
刊
に
載
せ
ら
れ
た
記
事
に
基
づ
き
、一
九
一
九
年
夏
か
ら

一
九
二
四
年
夏
ま
で
の
五
年
間
に
、
女
子
学
校
で
発
生
し
た
主
な
学
潮
を
並
べ
て
み

る
。一

九
一
九
年
八
月
〜
九
月　

 

江
蘇
省
立
第
一
女
子
師
範
学
校⑧　

女
性
校
長
が
追
い

出
さ
れ
る
。

一
九
二
〇
年
一
月
〜
二
月　

 

広
東
省
立
女
子
師
範
学
校⑨　

新
任
女
性
校
長
の
就
任

を
学
生
た
ち
が
拒
否
す
る
。
そ
の
後
も
校
長
の
人
事

を
め
ぐ
っ
て
、
授
業
ス
ト
ラ
イ
キ
が
行
な
わ
れ
る
。

一
九
二
〇
年
四
月　
　
　
　

 

山
東
省
立
済
南
女
子
師
範
学
校⑩　

新
思
想
を
持
つ
校

長
の
留
任
を
求
め
て
、
授
業
ス
ト
ラ
イ
キ
が
発
生
す

る
。

一
九
二
〇
年
五
月　
　
　
　

 

直
隷
第
一
女
子
師
範
学
校⑪　

国
恥
記
念
行
事
へ
の
参

加
を
許
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
授
業
ス
ト
ラ
イ

キ
が
発
生
す
る
。

一
九
二
〇
年
九
月　
　
　
　

 

湖
南
女
子
蠶
業
学
校　

学
生
が
新
任
校
長
の
就
任
を

拒
否
す
る
。
校
長
は
兵
を
動
員
す
る
。

一
九
二
〇
年
一
〇
月　
　
　

 

紹
興
県
立
女
子
師
範
学
校⑫　

官
庁
が
決
め
た
新
任
男

性
校
長
の
就
任
を
学
生
が
拒
否
す
る
。

一
九
二
一
年
三
月
〜
四
月　

 

浙
江
省
立
女
子
師
範
学
校⑬　

除
籍
処
分
に
対
し
、
校

長
へ
の
批
判
が
集
ま
る
が
、
学
潮
と
し
て
は
未
遂
に

終
わ
る
。

一
九
二
一
年
六
月
〜
八
月　

 

無
錫
県
立
女
子
師
範
学
校⑭　

議
員
が
決
め
た
新
任
女

性
校
長
の
就
任
に
反
対
し
、
学
生
た
ち
が
現
校
長
の

留
任
を
求
め
る
。

一
九
二
一
年
一
〇
月
〜
一
一 

月　

湖
南
代
用
女
子
中
学⑮　

学
生
集
会
が
延
長
し
た

こ
と
に
校
長
が
激
怒
。
学
生
た
ち
が
一
斉
に
退
学
す

る
騒
ぎ
と
な
る
。

一
九
二
二
年
一
月　
　
　
　

 

愛
国
女
学⑯　

学
生
た
ち
が
校
長
の
罪
状
を
宣
言
す

る
。

一
九
二
二
年
二
月　
　
　
　

 

武
進
県
立
女
子
師
範
学
校⑰　

校
長
が
教
員
を
異
動
さ

せ
た
こ
と
に
対
し
、
学
生
が
反
対
す
る
。

一
九
二
二
年
二
月
〜
三
月　

 

湖
北
省
立
女
子
師
範
学
校⑱　

教
員
二
人
の
留
任
を
求
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め
て
授
業
ス
ト
ラ
イ
キ
が
発
生
す
る
。

一
九
二
二
年
四
月　
　
　
　

 

山
東
省
立
済
南
女
子
師
範
学
校　

校
長
の
更
迭
を
め

ぐ
る
学
潮
が
政
争
に
発
展
す
る
。

一
九
二
二
年
五
月
〜
六
月　

 

蘇
州
楽
益
女
子
中
学⑲　

校
舎
建
築
の
問
題
を
め
ぐ
っ

て
一
時
全
員
が
退
学
す
る
。

一
九
二
二
年
六
月　
　
　
　

 

安
徽
省
立
第
二
女
子
師
範
学
校⑳　

学
校
内
の
派
閥
争

い
が
、
学
潮
に
発
展
す
る
。

一
九
二
二
年
一
〇
月
〜
一
一 
月　

湖
北
省
立
女
子
師
範
学
校　

停
学
処
分
を
受
け

た
学
生
た
ち
が
宣
言
文
を
発
表
。
校
長
が
追
い
出
さ

れ
る
。　

一
九
二
二
年
一
一
月㉑　
　
　

 

直
隷
第
二
女
子
師
範
学
校㉒　

校
長
へ
の
批
判
が
強
ま

る
。

一
九
二
二
年
一
二
月　
　
　

 

湖
南
省
立
第
三
女
子
師
範
学
校㉓　

卒
業
生
と
中
途
退

学
者
合
わ
せ
て
数
十
人
が
女
性
校
長
を
批
判
し
て
省

政
府
に
訴
え
る
。

一
九
二
三
年
三
月
〜
四
月　

 

浙
江
省
立
女
子
師
範
学
校
及
び
附
属
中
学　

学
生
が

校
長
の
追
い
出
し
を
求
め
る
。

一
九
二
三
年
四
月　
　
　
　

 

湖
北
省
立
女
子
師
範
学
校　

学
生
が
校
長
の
追
い
出

し
を
求
め
、校
長
側
の
要
請
で
軍
隊
が
出
動
さ
れ
る
。

一
九
二
三
年
四
月　
　
　
　

 

紹
興
県
立
女
子
師
範
学
校　

学
生
が
校
長
及
び
教
員

の
追
い
出
し
を
求
め
る
。

一
九
二
三
年
六
月
〜
七
月　

 

浙
江
省
立
女
子
師
範
学
校　

教
員
の
辞
任
を
め
ぐ

り
、
学
生
間
で
対
立
が
発
生
。
学
生
会
が
調
停
に
入

る
。
校
長
が
辞
任
す
る
。

一
九
二
三
年
八
月　
　
　
　

 ﹇
漢
口
﹈
女
子
師
範
学
校㉔　

校
長
が
攻
撃
さ
れ
、辞
職

す
る
。

一
九
二
三
年
九
月　
　
　
　

 

陽
県
立
第
一
女
子
中
学　

男
性
校
長
を
更
迭
し
、

女
性
校
長
を
据
え
よ
う
と
し
た
こ
と
に
対
し
、
抗
議

行
動
が
起
こ
る
。

一
九
二
三
年
一
一
月　
　
　

 

陝
西
省
立
第
一
女
子
師
範
学
校㉕　

教
員
が
あ
る
学
生

を
妾
に
し
よ
う
と
し
た
こ
と
か
ら
、
学
生
た
ち
が
反

発
し
、
授
業
ス
ト
ラ
イ
キ
を
起
こ
す
。

一
九
二
四
年
三
月
〜
四
月　

 

直
隷
第
二
女
子
師
範
学
校　

学
校
改
革
を
求
め
て
校

長
追
い
出
し
運
動
が
発
生
す
る
。
各
方
面
か
ら
の
支

援
が
集
ま
る
。　

一
九
二
四
年
四
月　
　
　
　

 

山
東
省
立
女
子
職
業
学
校　

校
長
へ
の
不
満
が
高
ま

る
。

一
九
二
四
年
五
月　
　
　
　

 

紹
興
県
立
女
子
師
範
学
校　

議
員
が
校
長
を
辞
め
さ

せ
よ
う
と
し
た
こ
と
に
対
し
、
学
生
が
反
対
。
デ
モ

行
進
を
行
な
う
。

以
上
の
報
道
を
見
て
み
る
と
、
学
潮
の
多
く
が
、
公
立
の
師
範
学
校
で
発
生
し
て

い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
は
男
子
校
や
共
学
校
の
学
潮
に
つ
い
て
も
、
同
じ
こ
と

が
言
え
る
。
こ
の
理
由
を
呂
芳
上
氏
は
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
師
範
学
校
は

学
費
が
免
除
さ
れ
て
い
た
た
め
、
優
秀
だ
が
経
済
的
に
は
あ
ま
り
裕
福
で
な
い
家
庭

の
子
女
が
集
ま
り
、
社
会
へ
批
判
的
な
眼
差
し
を
向
け
が
ち
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
寄

宿
舎
で
生
活
す
る
学
生
が
多
く
、
社
会
や
学
校
に
対
す
る
不
満
を
、
容
易
に
行
動
に

移
す
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
公
立
校
で
は
、
各
地
方
の
教
育
行
政
機
関
が
人
事
を
決

め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
が
、
省
長
や
地
方
議
員
が
教
員
の
人
事
に
介
入
す
る
こ
と

も
珍
し
く
な
か
っ
た
。
こ
の
た
め
、
し
ば
し
ば
人
事
の
是
非
を
め
ぐ
っ
て
、
学
潮
が

引
き
起
こ
さ
れ
た
。
学
生
側
の
要
求
の
大
半
が
、
校
長
や
教
員
の
排
斥
、
あ
る
い
は

留
任
と
い
う
点
に
集
中
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
教
員
人
事
に
対
す
る
不
満
が
大
き

か
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
呂
芳
上
氏
の
こ
う
し
た
指
摘㉖
は
、
そ
の
ま
ま
女
子
学
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校
の
ケ
ー
ス
に
も
当
て
は
ま
る
。

報
道
と
い
う
点
か
ら
す
る
と
、
上
記
以
外
に
も
、
次
の
よ
う
な
原
因
が
考
え
ら
れ

る
。
私
学
の
場
合
、
独
自
の
資
金
で
運
営
さ
れ
て
い
た
た
め
、
教
学
の
方
針
や
学
校

の
運
営
に
、
報
道
機
関
が
公
然
と
注
文
を
つ
け
る
こ
と
が
、
は
ば
か
ら
れ
た
。
た
と

え
学
潮
が
起
こ
っ
て
も
、
学
校
内
で
処
理
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
反
対
に
公
立

校
の
学
校
運
営
は
、
税
金
で
賄
わ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
マ
ス
コ
ミ
の
格
好
の
非
難

の
的
と
な
っ
た
。
報
道
が
公
立
校
に
集
中
し
て
い
る
の
は
、
世
論
の
監
視
と
い
う
観

点
か
ら
、
公
立
校
に
目
を
向
け
た
マ
ス
コ
ミ
の
姿
勢
と
も
関
わ
っ
て
い
る
。

学
潮
が
発
生
す
る
要
因
に
は
、
い
く
つ
か
の
決
ま
っ
た
パ
タ
ー
ン
が
見
ら
れ
る
。

最
も
多
い
の
が
、
除
籍
処
分
な
ど
の
処
罰
を
き
っ
か
け
に
、
校
長
や
学
校
に
対
す
る

不
満
が
爆
発
す
る
ケ
ー
ス
で
あ
る
。
新
文
化
運
動
後
期
に
は
ま
だ
女
子
の
就
学
率
が

低
く
、
女
学
生
は
将
来
、
女
性
の
指
導
者
と
な
る
こ
と
を
期
待
さ
れ
る
存
在
で
あ
っ

た
。
中
で
も
師
範
学
校
の
学
生
は
、
卒
業
後
に
教
員
と
な
る
こ
と
が
前
提
と
な
っ
て

い
た
。
多
く
の
女
学
生
に
と
っ
て
、
卒
業
証
書
は
今
後
の
生
活
の
た
め
に
、
な
く
て

は
な
ら
な
い
も
の
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
教
員
を
目
指
し
て
い
た
、
さ
ほ
ど
裕
福

で
な
い
女
学
生
に
と
っ
て
、
除
籍
処
分
と
い
う
の
は
、
死
活
に
関
わ
る
問
題
で
あ
っ

た
。

二
、
教
育
内
容
に
関
す
る
不
満
や
要
望

で
は
、
学
潮
の
内
容
を
具
体
的
に
見
て
い
き
た
い
。
前
章
で
述
べ
た
よ
う
に
、
学

潮
の
多
く
が
、
学
生
に
対
す
る
処
分
を
き
っ
か
け
と
し
て
発
生
し
て
い
る
。
だ
が
処

分
は
あ
く
ま
で
も
き
っ
か
け
で
あ
り
、
学
生
た
ち
の
日
頃
か
ら
の
不
満
が
、
こ
の
処

分
を
き
っ
か
け
に
爆
発
し
た
と
考
え
て
い
い
だ
ろ
う
。
で
は
ま
ず
、
学
生
た
ち
の
教

育
内
容
に
関
す
る
不
満
や
要
望
か
ら
見
て
い
き
た
い
。

女
子
学
校
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
、
も
と
も
と
家
事
科
に
関
す
る
授
業
の
占
め
る
割

合
が
高
く
、
一
般
の
教
科
は
男
子
の
通
う
学
校
よ
り
も
、
低
い
レ
ベ
ル
に
抑
え
ら
れ

て
い
た
。
そ
の
た
め
、
よ
り
高
度
な
教
育
を
受
け
た
い
と
い
う
願
い
や
、
上
級
の
学

校
へ
進
学
し
た
い
と
い
う
希
望
は
ほ
と
ん
ど
か
な
え
ら
れ
ず
、
女
学
生
の
間
に
は
潜

在
的
な
不
満
が
蓄
積
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

多
く
の
報
道
か
ら
う
か
が
え
る
の
は
、
学
潮
を
起
こ
し
た
女
学
生
た
ち
が
、
校
長

や
学
校
運
営
者
を
旧
態
依
然
と
し
た
古
い
思
想
の
持
ち
主
で
あ
る
と
見
な
し
、
そ
の

体
質
を
嫌
悪
し
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
い
く
つ
か
取
り
上
げ
て
み
る
と
、校
長
の「
頭

が
古
い㉗
」、「
時
代
の
潮
流
に
疎
い
」「
頑
固
で
腐
敗
し
て
い
る㉘
」、
さ
ら
に
「
活
気
の

な
い
奴
隷
専
制
教
育㉙
」
と
、
枚
挙
に
暇
が
な
い
。
で
は
、
女
学
生
た
ち
は
具
体
的
に

い
か
な
る
教
育
を
古
い
と
感
じ
て
い
た
の
か
。い
く
つ
か
の
ケ
ー
ス
を
見
て
み
よ
う
。

一
九
二
二
年
に
発
生
し
た
安
徽
省
立
第
二
女
子
師
範
学
校
の
学
潮
は
、
学
内
の
派

閥
争
い
が
き
っ
か
け
と
な
っ
て
起
こ
っ
た
ケ
ー
ス
だ
っ
た
。
だ
が
そ
の
背
景
に
は
、

学
生
た
ち
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
へ
の
不
満
が
渦
巻
い
て
い
た
。
同
校
の
学
生
と
思
わ
れ

る
女
性
は
『
婦
女
評
論
』
に
投
稿
し
、
こ
の
よ
う
に
訴
え
て
い
る
。

　

 

安
徽
省
の
各
学
校
で
は
、毎
日
決
ま
っ
て
六
時
間
の
授
業
が
あ
り
ま
す
が
、我
々

の
学
校
で
は
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
と
て
も
乱
れ
て
お
り
、七
時
間
の
日
も
あ
れ
ば
、

三
時
間
の
日
も
あ
り
ま
す
。
二
年
生
の
歴
史
に
至
っ
て
は
、
今
学
期
は
教
員
す

ら
い
ま
せ
ん
。
理
系
コ
ー
ス
の
物
理
化
学
は
、
科
学
の
常
識
を
全
く
持
ち
合
わ

せ
て
い
な
い
、施
括
乾
﹇
教
務
主
任
の
名
﹈
が
暇
を
見
つ
け
て
授
業
を
行
な
い
、

適
当
に
ご
ま
か
し
て
い
ま
す
（
金
の
ピ
ン
を
水
銀
に
つ
け
、
そ
れ
が
白
色
に
変
わ
る

の
を
見
て
、
施
は
万
有
引
力
だ
と
言
っ
て
い
ま
す
。
可
笑
し
い
と
思
い
ま
せ
ん
か
？
）。

さ
ら
に
、
現
在
の
生
活
指
導
主
任
と
も
い
う
べ
き
訓
育
主
任
が
、
毎
日
『
列
女
伝
』

か
ら
格
言
を
引
き
、
自
習
室
の
壁
に
貼
っ
て
い
た
と
の
訴
え
も
あ
る㉚
。
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
が
充
実
し
て
い
な
い
こ
と
に
加
え
、
伝
統
的
な
女
性
観
を
学
校
教
育
の
場
で
植
え

付
け
ら
れ
る
こ
と
に
、
我
慢
で
き
な
か
っ
た
様
子
が
う
か
が
え
る
。

一
九
二
四
年
に
発
生
し
た
直
隷
第
二
女
子
師
範
学
校
﹇
以
下
、
直
隷
二
女
師
と
略
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新
文
化
運
動
後
期
に
お
け
る
女
子
学
校
の
「
学
潮
」
と
女
学
生

511

す
﹈
の
学
潮
で
は
、
国
語
教
師
へ
の
不
満
の
声
が
聞
か
れ
る
と
と
も
に
、
代
数
・
物

理
・
博
物
﹇
現
在
の
生
物
及
び
地
学
に
相
当
﹈
の
教
師
た
ち
の
不
勉
強
ぶ
り
が
訴
え

ら
れ
て
い
る㉛
。

一
九
二
三
年
の
浙
江
省
立
女
子
師
範
学
校
﹇
以
下
、
浙
女
師
と
略
す
﹈
の
学
潮
で

も
、
学
生
た
ち
は
「
博
物
科
で
は
標
本
が
な
く
、
地
理
科
で
は
地
図
が
な
く
、
物
理

学
で
は
実
験
器
具
が
な
い32
。」
と
訴
え
て
い
る
。
以
上
の
三
校
の
ケ
ー
ス
か
ら
は
、自

然
科
学
の
授
業
に
対
す
る
要
望
が
目
立
つ
。

当
時
は
外
国
語
、
特
に
英
語
教
育
に
対
す
る
不
満
も
大
き
か
っ
た
よ
う
だ
。
浙
女

師
で
は
、
一
九
二
一
年
に
も
五
名
の
学
生
が
処
分
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
事
件
は
結
果

的
に
は
学
潮
に
ま
で
発
展
し
な
か
っ
た
が
、『
覺
悟
』
誌
上
で
何
度
も
取
り
上
げ
ら

れ
、
話
題
を
呼
ん
だ
。
除
籍
さ
れ
た
学
生
は
、
兄
に
こ
う
手
紙
を
送
っ
て
い
た
。

　

 

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
つ
い
て
は
、
皆
が
大
き
な
不
満
を
抱
い
て
い
ま
し
た
。
今
の

時
代
、
中
等
学
校
で
外
国
語
が
少
し
も
重
視
さ
れ
て
い
な
い
の
は
、
実
に
恥
ず

べ
き
こ
と
で
す
。
私
た
ち
の
中
に
も
、
転
校
を
主
張
す
る
者
が
た
く
さ
ん
い
ま

し
た
。

こ
の
学
生
は
仲
間
と
と
も
に
英
語
の
教
員
を
呼
ん
で
、
英
語
の
補
習
を
し
て
も
ら
お

う
と
考
え
て
い
た
よ
う
だ
が
、
外
で
習
え
ば
学
校
規
則
に
反
し
、
校
内
に
呼
べ
ば
校

長
に
認
め
ら
れ
な
い
と
い
う
事
情
か
ら
断
念
し
た33
。
そ
の
後
も
学
生
た
ち
は
独
自
の

勉
強
を
続
け
る
が
、
彼
女
ら
の
態
度
は
学
校
当
局
の
気
に
障
り
、
最
終
的
に
は
正
規

の
試
験
を
疎
か
に
し
た
と
い
う
理
由
で
、
他
の
何
人
か
の
学
生
と
と
も
に
、
除
籍
さ

れ
た
。

当
時
、
新
し
い
と
さ
れ
た
思
想
の
ほ
と
ん
ど
は
、
西
洋
か
ら
取
り
入
れ
ら
れ
た
も

の
で
あ
っ
た
。
新
し
い
時
代
の
動
き
を
追
う
女
学
生
は
、
英
語
を
学
ぶ
こ
と
で
、
横

文
字
で
表
さ
れ
る
新
思
想
を
欲
し
て
い
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

国
語
に
つ
い
て
は
、
白
話
文
を
提
唱
す
る
か
否
か
が
、
新
旧
を
弁
別
す
る
一
つ
の

目
安
と
な
っ
て
い
た
。
一
九
二
四
年
に
起
こ
さ
れ
た
直
隷
二
女
師
の
学
潮
で
は
、
校

長
が
着
任
す
る
な
り
口
語
文
を
非
難
し
た
こ
と
が
、「
頭
脳
の
腐
敗
」
の
一
例
と
し
て

挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
同
校
の
国
語
教
師
も
や
は
り
口
語
文
に
疎
く
、「
句
読
点
が
何
で

あ
る
か
を
知
ら
な
い
」
と
批
判
さ
れ
て
い
る34
。
先
の
安
徽
省
立
第
二
女
子
師
範
学
校

の
学
潮
で
も
、
桐
城
古
文
学
派
を
自
任
し
、
白
話
文
に
批
判
的
な
態
度
を
取
っ
た
教

員
た
ち
が
、
や
り
玉
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る35
。

で
は
も
う
少
し
具
体
的
に
、
学
生
の
要
求
を
見
て
み
よ
う
。
湖
北
省
立
女
子
師
範

学
校
で
は
、
一
九
二
二
年
に
学
生
に
よ
る
授
業
ス
ト
ラ
イ
キ
が
発
生
し
た
。
進
歩
的

な
男
性
の
国
語
教
師
と
、
女
学
生
か
ら
敬
愛
さ
れ
て
い
た
女
性
の
体
育
教
師
が
、
校

長
に
よ
っ
て
辞
任
さ
せ
ら
れ
た
こ
と
が
原
因
で
あ
る
。
学
生
た
ち
の
出
し
た「
宣
言
」

に
は
、
こ
う
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　

 

我
々
の
ク
ラ
ス
は
最
初
の
二
年
間
、
面
白
く
も
な
い
書
物
に
埋
も
れ
な
が
ら
、

貴
重
な
時
間
を
費
や
し
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
に
加
え
、
重
な
る
奴
隷
生
活
が
、

実
に
苦
痛
で
し
た
。
幸
い
に
も
、
民
国
九
年
一
〇
月
よ
り
、
李
廉
方
先
生
の
ご

紹
介
の
お
か
げ
で
、
劉
子
通
先
生
が
我
々
の
ク
ラ
ス
の
国
語
を
教
え
て
下
さ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
以
来
、
よ
う
や
く
我
々
女
性
の
今
置
か
れ
て
い
る
地
位

や
時
代
の
潮
流
、
今
後
努
力
す
べ
き
方
向
を
、
少
し
ず
つ
知
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。﹇
中
略
﹈
体
育
を
教
え
て
く
だ
さ
っ
た
の
は
、
湖
南
の
女
性
、
陳
詠
聲
先

生
で
、
学
術
面
で
も
道
徳
的
な
面
で
も
全
校
の
学
生
か
ら
敬
愛
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
半
年
で
我
々
の
身
体
は
日
を
追
う
ご
と
に
丈
夫
に
な
り
、
精
神
も
日
を
追

う
ご
と
に
活
発
に
な
り
ま
し
た
。こ
れ
ま
で
の
意
気
消
沈
し
た
無
気
力
は
、す
っ

か
り
な
く
な
り
ま
し
た
。

続
く
文
章
に
は
、
劉
子
通
、
陳
詠
聲
の
両
先
生
を
引
き
留
め
る
た
め
、
授
業
ス
ト
ラ

イ
キ
を
す
る
旨
が
記
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
他
の
教
員
た
ち
へ
の
不
満
も
、
述
べ

ら
れ
て
い
る
。

　

 

留
任
し
て
い
る
者
の
ほ
と
ん
ど
が
適
任
で
は
な
く
、
時
代
遅
れ
の
頭
の
持
ち
主

ば
か
り
で
す
。
何
度
も
変
え
て
く
れ
る
よ
う
要
求
し
ま
し
た
が
、
校
長
の
お
許
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し
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
数
年
来
、
そ
れ
ら
の
授
業
を
受
け
て

も
、
砂
を
噛
む
よ
う
に
味
気
な
く
、
ま
っ
た
く
勉
強
す
る
興
味
が
持
て
ま
せ
ん

で
し
た
。
ま
る
で
敬
愛
す
る
者
は
来
ず
、
排
除
し
た
い
者
は
去
ら
な
い
か
の
よ

う
で
す36
。

こ
の
宣
言
は
校
長
へ
の
懇
願
と
い
う
体
裁
を
取
っ
て
お
り
、
や
む
を
得
ず
ス
ト
に

至
っ
た
経
緯
が
切
々
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
こ
と
が
却
っ
て
、
学
生
た
ち
が
い

か
に
新
思
想
に
飢
え
て
い
た
か
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
て
い
る
。
同
校
で
は
こ
の
数
ヶ

月
後
に
、
本
格
的
な
校
長
批
判
が
巻
き
起
こ
り
、
校
長
が
辞
任
し
た37
。
そ
の
後
も
騒

ぎ
は
収
ま
ら
ず
、
三
年
間
で
校
長
が
一
〇
回
交
代
す
る
と
い
う
不
安
定
な
状
態
が
続

い
た38
。

多
く
の
学
潮
に
見
ら
れ
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
へ
の
批
判
は
、
男
子
校
よ
り
低
い
レ
ベ

ル
に
置
か
れ
て
い
た
女
子
校
に
対
す
る
潜
在
的
な
不
満
が
表
面
化
し
た
も
の
で
あ
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
。
学
生
た
ち
は
何
よ
り
も
ま
ず
、
新
文
化
運
動
に
代
表
さ
れ
る
新

し
い
思
想
を
、
教
育
の
場
で
も
吸
収
し
た
い
と
願
っ
て
い
た
。
彼
女
た
ち
は
よ
り
高

度
な
自
然
科
学
の
授
業
を
求
め
、
英
語
を
重
視
し
、
白
話
文
に
よ
る
国
語
教
育
を
切

望
し
た
。
そ
の
一
方
で
儒
教
に
代
表
さ
れ
る
伝
統
的
な
女
性
観
を
植
え
付
け
ら
れ
る

こ
と
に
反
発
を
示
し
た
。
こ
う
し
た
要
求
は
そ
れ
以
前
に
も
存
在
し
て
い
た
が
、
要

求
を
直
接
学
校
へ
ぶ
つ
け
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
こ
の
時
期
に
な
っ
て
か
ら
の
こ

と
で
あ
る
。
学
校
に
物
を
言
う
世
代
が
登
場
し
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

三
、
管
理
教
育
へ
の
反
発

　
　

―
断
髪
禁
止
、
手
紙
の
検
閲
、
外
出
制
限
を
め
ぐ
っ
て
―

続
い
て
本
章
で
は
、
現
在
の
生
活
指
導
に
当
た
る
、
学
生
管
理
の
問
題
を
取
り
上

げ
た
い
。
女
子
学
校
に
お
け
る
学
潮
の
原
因
の
一
つ
が
、
学
生
の
行
動
を
制
限
す
る

厳
し
い
規
則
へ
の
不
満
、
つ
ま
り
現
代
風
に
言
え
ば
、
管
理
教
育
へ
の
反
発
で
あ
っ

た
。
こ
れ
は
男
子
校
で
は
さ
ほ
ど
問
題
と
さ
れ
ず
、
女
子
校
の
み
に
顕
著
に
見
ら
れ

る
現
象
だ
っ
た
。

個
別
の
ケ
ー
ス
を
見
る
前
に
、
ま
ず
は
、
一
九
一
六
年
に
北
京
の
教
育
部
が
各
省

に
通
達
し
た
と
い
う
、
女
学
生
を
罰
す
る
五
箇
条
の
規
則
か
ら
見
て
み
よ
う
。

（
一
）
断
髪
に
す
る
こ
と
を
許
さ
な
い
。
違
反
し
た
者
は
除
籍
す
る
。

（
二
）
纏
足
は
許
さ
な
い
。
違
反
し
た
者
は
除
籍
す
る
。

（
三
） 

理
由
な
く
欠
席
し
、隊
を
組
ん
で
デ
モ
行
進
す
る
こ
と
は
許
さ
な
い
。
違

反
し
た
者
は
過
失
二
回
分
と
し
て
記
録
す
る
。

（
四
） 

通
学
す
る
女
子
学
生
は
、一
四
歳
を
越
え
て
は
な
ら
な
い
。
も
し
隠
し
た

り
誤
魔
化
し
た
り
し
た
ら
、
過
失
と
し
て
記
録
す
る
。

（
五
） 

自
由
結
婚
は
許
さ
な
い
。
違
反
し
た
者
は
除
籍
す
る
。
罪
は
校
長
に
も
及

ぶ39
。

こ
の
よ
う
な
規
則
が
出
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
は
、
裏
を
返
せ
ば
、
違
反
す
る
者
が
跡

を
絶
た
な
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
本
章
で
は
ま
ず
（
一
）
と
（
五
）
の
規
則

と
学
潮
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
述
べ
、
そ
の
後
（
三
）
に
つ
い
て
も
考
察
し
た
い
。

な
お
（
二
）
と
（
四
）
は
学
潮
と
直
接
関
わ
る
事
項
で
は
な
い
た
め
、
本
稿
で
は
論

じ
な
い
。

先
述
し
た
よ
う
に
、
学
潮
の
多
く
は
、
学
生
へ
の
処
分
が
き
っ
か
け
と
な
っ
て
発
生

し
て
い
た
。
そ
の
処
分
理
由
と
し
て
よ
く
見
ら
れ
た
の
が
、（
一
）
の
断
髪
だ
っ
た40
。
教

育
部
の
通
達
で
真
っ
先
に
断
髪
禁
止
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
教
育
機
関

が
女
学
生
の
髪
型
に
非
常
に
敏
感
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
当
時
、
未
婚
女
性
で

あ
る
こ
と
を
示
す
お
さ
げ
を
切
る
こ
と
は
、
社
会
へ
の
挑
発
と
見
な
さ
れ
、
断
髪
は

危
険
思
想
に
染
ま
っ
た
証
と
見
な
さ
れ
た
。
そ
も
そ
も
、
断
髪
に
し
た
女
性
を
最
初

か
ら
入
学
さ
せ
な
い
学
校
も
多
か
っ
た41
。

前
章
で
も
取
り
上
げ
た
湖
北
省
立
女
子
師
範
学
校
で
は
、「
学
生
を
侮
辱
す
る
」
学

生
心
得42
を
公
布
し
た
と
し
て
、
武
漢
の
学
生
連
合
会
か
ら
批
判
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
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新
文
化
運
動
後
期
に
お
け
る
女
子
学
校
の
「
学
潮
」
と
女
学
生

513

中
に
は
次
の
よ
う
な
項
目
が
あ
っ
た
。「
本
校
の
学
生
は
絶
対
に
断
髪
に
す
る
こ
と
を

許
さ
な
い
。
こ
れ
ま
で
断
髪
に
し
た
こ
と
の
あ
る
数
名
の
学
生
は
、
長
く
伸
ば
す
こ

と
。
さ
も
な
け
れ
ば
学
校
に
入
ら
せ
な
い
」43
。
同
校
で
本
格
的
な
学
潮
が
発
生
し
た

の
は
、
こ
の
直
後
の
こ
と
で
あ
る
。

こ
う
し
た
学
校
側
の
動
き
に
対
し
、『
民
國
日
報
』
と
そ
の
副
刊
は
、
短
い
髪
の
方

が
衛
生
的
で
、
合
理
的
な
生
活
に
か
な
っ
て
い
る
と
し
て
、
断
髪
を
擁
護
す
る
論
説

を
た
び
た
び
載
せ
、
学
校
側
の
方
針
に
対
抗
し
た
。

断
髪
と
と
も
に
、
学
校
批
判
の
理
由
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た

の
は
、
手
紙
の
検
閲
と
外
出
制
限
で
あ
る
。
こ
れ
は
教
育
部
が
通
達
し
た
前
出
の
規

則
（
五
）
と
も
関
わ
っ
て
い
る
。

一
九
二
一
年
、『
覺
悟
』
は
浙
女
師
の
校
長
が
専
制
的
な
手
段
で
学
生
を
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
し
て
い
る
と
批
判
し
た44
。
以
下
、
少
し
長
く
な
る
が
同
校
の
学
校
規
則
の
一

部
を
引
用
し
た
い
。

（
一
） 

土
曜
の
午
後
三
時
か
ら
四
時
、
日
曜
の
午
後
三
時
か
ら
五
時
を
除
い
て
、
学

校
の
外
へ
出
る
こ
と
は
一
切
許
さ
な
い
。

（
二
） 

学
生
が
入
学
す
る
時
に
は
、関
係
者
の
名
を
す
べ
て
書
い
て
校
長
に
渡
す
こ

と
。
関
係
の
な
い
者
と
、手
紙
の
や
り
取
り
や
話
を
す
る
こ
と
な
ど
を
防
ぐ

た
め
で
あ
る
。

（
三
） 

す
べ
て
の
学
生
の
家
族
に
は
竹
の
札
が
渡
さ
れ
る
。
半
分
は
学
校
に
、も
う

半
分
は
家
庭
に
置
く
。
学
生
と
話
を
す
る
と
き
に
は
竹
の
札
を
持
参
し
、学

校
側
の
札
と
合
え
ば
、
面
会
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
話
を
す
る
と
き
に
は
、

小
間
使
い
が
傍
で
聞
い
て
お
り
、話
し
た
内
容
を
詳
し
く
記
憶
し
て
校
長
に

報
告
す
る
。

（
四
） 

学
生
宛
て
の
手
紙
は
す
べ
て
検
閲
す
る
。
関
係
者
の
名
簿
と
符
合
す
れ
ば
、

受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
五
） 

用
事
が
あ
れ
ば
、必
ず
校
長
に
休
暇
を
願
い
出
る
こ
と
。
そ
う
す
れ
ば
外
出

を
許
さ
れ
る
。
ま
た
必
ず
小
間
使
い
を
連
れ
て
歩
き
、決
ま
っ
た
時
刻
に
学

校
に
戻
る
こ
と
。
遅
れ
る
こ
と
は
認
め
な
い
。
学
校
に
戻
っ
た
ら
、小
間
使

い
が
学
生
の
事
情
を
包
み
隠
さ
ず
報
告
す
る
。

（
六
） 

学
生
と
話
を
す
る
の
は
、
応
接
室
の
み
﹇
以
下
、
字
が
不
鮮
明
﹈。
一
〇
分

を
超
過
し
て
は
な
ら
な
い
。﹇
後
略
﹈

過
剰
な
取
締
り
で
あ
る
か
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
こ
れ
ら
の
規
則
は
、
当
時
の
女

子
学
校
で
は
珍
し
い
こ
と
で
は
な
か
っ
た
。
同
校
で
一
九
二
三
年
に
起
こ
っ
た
学
潮

で
は
、
上
述
の
諸
規
則
が
直
接
の
引
き
金
と
な
っ
て
い
た
。
こ
の
学
潮
を
支
援
し
た

メ
ン
バ
ー
は
、『
婦
女
評
論
』
の
場
を
借
り
て
こ
う
述
べ
て
い
る
。「
手
紙
を
検
閲
し
、

さ
ら
に
ひ
そ
か
に
没
収
す
る
、
ま
た
外
出
を
厳
禁
す
る
と
い
う
の
は
、
明
ら
か
に
学

生
の
人
格
を
蔑
視
し
、人
権
を
剥
奪
す
る
も
の
で
あ
る45
」。
現
代
の
感
覚
か
ら
す
る
と

当
然
の
主
張
の
よ
う
に
見
え
る
が
、
当
時
こ
の
書
簡
の
自
由
、
外
出
の
自
由
と
い
う

要
求
は
、
恋
愛
の
自
由
と
結
び
付
け
ら
れ
、「
性
欲
の
放
縦
」
と
い
う
非
難
を
受
け
が

ち
で
あ
っ
た46
。

湖
南
省
立
第
三
女
子
師
範
学
校
で
は
、「
一
七
世
紀
の
老
廃
物
」
の
よ
う
な
教
務
主

任
が
、
校
内
を
厳
し
く
取
り
締
ま
っ
て
い
る
と
、『
婦
女
評
論
』
に
批
判
が
寄
せ
ら
れ

た
。
こ
こ
で
も
や
は
り
、
手
紙
の
検
閲
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
教
務
主
任
た
ち
は
、

「
郵
便
物
を
検
査
す
る
の
は
当
然
の
こ
と
で
す
。恋
人
探
し
を
す
る
学
生
が
い
る
か
も

知
れ
な
い
か
ら
で
す
」
と
は
っ
き
り
と
述
べ
て
い
た47
。

一
九
二
一
年
、
手
紙
の
検
閲
と
恋
愛
の
自
由
と
の
関
係
を
端
的
に
示
す
、
ち
ょ
っ

と
し
た
騒
動
が
、
安
徽
省
の
安
慶
で
起
こ
っ
た
。
第
一
師
範
学
校
に
通
う
男
子
学
生

が
、
安
徽
省
立
第
一
女
子
師
範
学
校48
の
女
子
学
生
を
一
方
的
に
慕
っ
て
恋
文
を
送
っ

た
が
、
そ
れ
が
事
前
に
女
子
師
範
の
教
務
主
任
に
発
見
さ
れ
た
。
男
子
学
生
は
た
だ

ち
に
除
籍
処
分
と
な
り
、
さ
ら
に
罰
と
し
て
恋
文
の
全
文
が
新
聞
に
掲
載
さ
れ
た
。

現
代
な
ら
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
侵
害
と
し
て
、
大
問
題
と
な
り
そ
う
な
で
き
ご
と
で
あ

る
。
だ
が
当
時
の
マ
ス
コ
ミ
は
、
恋
文
を
転
載
し
た
上
で
、
こ
の
男
子
学
生
に
対
し
、
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概
し
て
批
判
的
な
見
解
を
述
べ
た
て
た49
。

つ
ま
り
手
紙
の
検
閲
・
外
出
制
限
と
は
、
男
女
の
風
聞
を
立
て
ら
れ
た
く
な
い
学

校
側
の
、
過
剰
と
も
言
え
る
防
衛
措
置
で
あ
っ
た
。
当
時
、
自
由
恋
愛
・
自
由
結
婚

が
盛
ん
に
提
唱
さ
れ
て
い
た
が
、
社
会
に
広
く
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
と
は
言
い
が

た
い
状
況
に
あ
っ
た
。

『
婦
女
評
論
』
の
後
を
継
い
だ
『
婦
女
週
報
』
も
、一
方
的
に
学
校
の
み
を
責
め
ら

れ
な
い
と
い
う
社
評
を
載
せ
て
い
る50
。
こ
の
社
評
は
、
手
紙
の
検
閲
や
外
出
制
限
が

男
子
校
に
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、女
子
校
の
み
に
存
在
す
る
理
由
を
鋭
く
衝
い
て
い
る
。

論
者
は
ま
ず
、
社
会
が
女
性
の
貞
操
に
経
済
的
な
価
値
を
見
出
し
て
い
る
こ
と
に
、

そ
も
そ
も
の
問
題
が
あ
る
と
す
る
。
父
や
夫
に
と
っ
て
娘
や
妻
は
財
産
で
あ
り
、
彼

女
ら
を
学
校
へ
送
る
こ
と
は
、
財
産
を
銀
行
に
預
け
た
も
同
然
で
あ
る
。
な
ら
ば
学

校
側
は
こ
の
財
産
を
守
る
た
め
に
、
金
庫
に
入
れ
て
鍵
を
か
け
ざ
る
を
得
な
い
。
こ

の
社
評
の
論
者
は
、
管
理
教
育
が
学
校
側
の
方
針
だ
け
で
な
く
、
保
護
者
の
要
求
で

も
あ
る
こ
と
を
示
し
、
問
題
の
難
し
さ
を
指
摘
し
た
。

手
紙
の
検
閲
や
外
出
制
限
は
、
学
校
側
が
男
女
関
係
に
よ
る
「
風
紀
の
乱
れ
」
を

恐
れ
た
だ
け
で
は
な
い
。
外
部
と
の
接
触
を
禁
じ
た
も
う
一
つ
の
理
由
は
、
政
治
運

動
へ
の
参
加
を
防
ぐ
た
め
で
あ
っ
た
。
当
時
の
青
年
た
ち
は
、
パ
リ
講
和
会
議
な
ど

の
中
国
を
め
ぐ
る
国
際
状
況
か
ら
、
中
国
は
亡
国
の
危
機
に
瀕
し
て
い
る
と
認
識
し

て
い
た
。
学
生
の
一
部
は
連
日
の
よ
う
に
デ
モ
を
行
な
い
、
労
働
者
の
中
に
入
り
込

ん
で
、
労
働
運
動
の
理
論
的
指
導
者
と
な
ろ
う
と
努
め
た
。
こ
の
中
に
は
、
女
学
生

も
加
わ
っ
て
い
た
。
学
生
の
政
治
運
動
へ
の
参
加
は
、
各
地
の
学
生
連
合
会
を
通
し

て
行
な
わ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
た
め
、
学
校
側
は
、
学
生
が
校
外
の
組
織
と
連
絡

を
取
る
こ
と
を
極
端
に
恐
れ
た
。

安
徽
省
立
第
二
女
子
師
範
学
校
で
は
、
一
九
二
二
年
の
学
潮
が
起
こ
る
前
年
に
、

学
生
連
合
会
が
主
導
し
た
数
校
合
同
の
学
潮
に
呼
応
し
た
動
き
が
あ
っ
た
。
女
学
生

た
ち
も
デ
モ
行
進
に
参
加
し
、
地
元
の
商
店
を
回
っ
て
ス
ト
ラ
イ
キ
を
呼
び
か
け
る

な
ど
、
本
格
的
な
運
動
で
あ
っ
た
と
い
う
。
同
校
の
学
生
代
表
は
蕪
湖
学
生
会
の
副

会
長
ま
で
務
め
た
が
、
他
校
の
男
子
学
生
と
「
正
当
で
な
い
行
為
」
が
発
生
し
た
と

い
う
デ
マ
を
流
さ
れ
、
運
動
も
勢
い
を
そ
が
れ
る
結
果
と
な
っ
た51
。

江
蘇
省
立
第
一
女
子
師
範
学
校
で
は
、
デ
モ
に
参
加
し
、
商
店
へ
ス
ト
ラ
イ
キ
の

指
導
に
出
か
け
て
い
た
学
生
を
校
長
が
の
の
し
っ
た
こ
と
が
、
一
九
一
九
年
の
学
潮

の
発
端
と
な
っ
た
。
校
長
は
門
を
閉
じ
て
学
生
連
合
会
へ
の
参
加
を
禁
止
し
、
さ
ら

に
夏
休
み
の
開
始
を
早
め
て
、
学
生
を
親
元
に
帰
す
と
い
う
措
置
を
取
っ
た52
。
同
校

で
は
こ
れ
が
き
っ
か
け
で
校
長
批
判
が
始
ま
り
、最
後
に
は
校
長
が
辞
任
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
学
生
た
ち
の
動
き
を
恐
れ
、
外
部
と
の
接
触
を
閉
ざ
し
て
し
ま
う
学
校

も
現
わ
れ
た
。
一
九
二
三
年
の
『
婦
女
評
論
』
に
は
、
江
蘇
省
代
用
女
子
中
学53
の
校

長
に
対
す
る
批
判
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
同
校
で
は
以
前
、
新
聞

を
一
切
見
る
こ
と
が
で
き
ず
、
外
の
事
情
は
全
く
分
か
ら
な
か
っ
た
が
、
学
生
の
再

三
の
要
求
に
よ
っ
て
、
よ
う
や
く
一
紙
だ
け
新
聞
を
購
読
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。
二
三
年
に
入
り
、
学
生
は
江
蘇
省
全
省
学
生
連
合
会
へ
の
参
加
を
求

め
た
が
、
校
長
か
ら
叱
責
を
受
け
た
。
校
長
は
こ
う
述
べ
た
と
い
う
。

　

 

た
と
え
本
当
に
中
国
が
亡
国
と
な
っ
て
も
、
あ
な
た
方
は
一
所
懸
命
勉
強
し
さ

え
す
れ
ば
い
い
。
救
国
の
事
業
に
出
向
く
必
要
は
な
い
。
よ
し
ん
ば
中
国
が
滅

び
て
も
、
競
志
（
彼
女
ら
の
学
校
の
別
名
）
と
女
子
師
範
が
滅
び
な
け
れ
ば
そ
れ

で
い
い
。

右
の
校
長
の
言
は
、
勉
学
よ
り
も
政
治
運
動
に
熱
心
な
学
生
へ
の
、
極
端
な
反
論
で

あ
ろ
う
。
結
局
こ
の
学
校
で
は
、
学
生
の
一
人
が
除
籍
処
分
と
な
り
、
学
生
連
合
会

へ
の
参
加
も
取
り
消
さ
れ
た
。『
婦
女
評
論
』
は
、「
救
国
運
動
は
ど
う
し
て
女
性
を

必
要
と
し
な
い
こ
と
が
あ
ろ
う
か
。
女
性
は
人
で
は
な
い
の
か
？
」
と
学
校
側
を
激

し
く
非
難
し
た54
。

学
生
連
合
会
へ
の
参
加
は
、
そ
の
学
校
が
進
ん
で
い
る
か
否
か
を
計
る
一
つ
の
基

準
と
な
っ
て
い
た
。『
婦
女
評
論
』
で
は
一
九
二
三
年
、湖
南
省
立
第
三
女
子
師
範
学
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校
の
学
生
が
「
礼
儀
正
し
く
」、
学
生
連
合
会
に
も
参
加
し
な
い
と
、
皮
肉
を
込
め
た

記
事
を
載
せ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
同
校
の
女
性
校
長
は
、
い
つ
も
次
の
よ
う

に
訓
示
し
て
い
た
と
い
う
。

　

 

我
々
は
ま
ず
穏
や
か
で
う
や
う
や
し
く
慎
み
深
く
あ
ら
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ

し
て
勉
強
に
励
ん
で
こ
そ
、
将
来
社
会
で
女
性
た
ち
の
模
範
と
な
る
こ
と
が
で

き
る
の
で
す
。
国
家
の
事
情
は
、
政
府
が
責
任
を
持
つ
こ
と
で
す
か
ら
、
我
々

が
ど
う
こ
う
す
る
必
要
は
な
い
の
で
す55
。

だ
が
こ
う
し
た
学
校
側
の
姿
勢
は
、
学
生
の
反
発
を
招
い
た
。
記
事
の
前
年
に
は
、

数
十
人
の
卒
業
生
と
中
途
退
学
者
が
、
省
政
府
に
校
長
を
更
迭
し
て
ほ
し
い
と
い
う

請
願
書
を
提
出
す
る
事
件
が
起
こ
っ
て
い
る56
。

女
子
学
校
で
は
、
厳
し
い
管
理
教
育
へ
の
反
発
か
ら
、
学
潮
が
引
き
起
こ
さ
れ
る

こ
と
も
少
な
く
な
か
っ
た
。
ま
ず
断
髪
の
学
生
は
、
学
校
側
か
ら
秩
序
を
乱
す
も
の

と
見
な
さ
れ
、
処
分
の
対
象
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
多
く
の
女
子
学
校
に
は
、
手
紙
の

検
閲
と
外
出
制
限
と
い
う
規
則
が
存
在
し
た
。
学
校
側
が
外
部
と
の
接
触
を
極
端
に

恐
れ
た
背
景
に
は
ま
ず
、
社
会
で
盛
ん
に
提
唱
さ
れ
て
い
た
自
由
恋
愛
へ
の
恐
れ
が

あ
っ
た
。
女
子
学
校
は
自
校
の
学
生
を
守
る
と
い
う
理
由
か
ら
、
管
理
を
強
め
た
。

外
部
と
の
接
触
を
禁
じ
た
も
う
一
つ
の
理
由
は
、
政
治
運
動
へ
の
参
加
を
防
ぐ
た
め

で
あ
っ
た
。
だ
が
学
校
側
が
ガ
ー
ド
を
固
く
し
、
規
則
を
厳
し
く
し
て
取
り
締
ま
れ

ば
取
り
締
ま
る
ほ
ど
、
学
生
側
の
不
満
は
高
ま
っ
た
。
結
果
的
に
学
生
た
ち
の
不
満

は
、
政
治
運
動
よ
り
も
も
っ
と
身
近
な
学
校
に
向
け
ら
れ
た
と
し
て
も
、
不
思
議
で

は
な
い
。

四
、 

女
性
校
長
・
女
性
教
員
追
い
出
し
の
ケ
ー
ス
か
ら
見
た

世
代
間
格
差

一
九
二
四
年
に
発
生
し
た
北
京
女
子
師
範
大
学
事
件
は
、
女
性
校
長
が
排
斥
さ
れ

た
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
る
。
魯
迅
は
当
時
の
学
校
の
状
況
を
「
中
国
の
昔
か
ら
の
多

く
の
嫁
た
ち
が
酷
い
仕
打
ち
の
姑
の
足
下
に
ふ
み
つ
け
ら
れ
て
き
た
の
と
同
じ57
」
で

あ
る
と
評
し
、
女
性
校
長
の
追
い
出
し
を
求
め
る
学
生
た
ち
を
支
持
し
た
。
だ
が
女

性
校
長
の
追
い
出
し
を
求
め
て
起
こ
さ
れ
た
学
潮
は
、
北
京
女
子
師
範
大
学
の
ケ
ー

ス
だ
け
で
は
な
い
。
一
方
で
、
男
性
校
長
の
留
任
を
求
め
て
学
潮
が
発
生
す
る
こ
と

も
珍
し
く
な
か
っ
た
。こ
の
章
で
は
、女
性
校
長
や
女
性
教
員
の
追
い
出
し
の
パ
タ
ー

ン
を
分
析
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
女
性
同
士
の
連
帯
よ
り
、
世
代
間
の
つ
な
が
り
の

方
が
よ
り
重
視
さ
れ
た
当
時
の
一
側
面
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

で
は
ま
ず
一
九
一
九
年
八
月
に
発
生
し
た
江
蘇
省
立
第
一
女
子
師
範
学
校
に
お
け

る
、
校
長
追
い
出
し
の
ケ
ー
ス
か
ら
見
て
い
こ
う
。
前
章
で
述
べ
た
よ
う
に
、
江
蘇

省
立
第
一
女
子
師
範
学
校
で
は
、
政
治
運
動
に
加
わ
っ
た
学
生
を
処
分
し
た
こ
と
が

き
っ
か
け
で
、
女
性
校
長
で
あ
る
呂
恵
如
へ
の
不
満
が
高
ま
り
、
学
潮
に
発
展
し
た
。

『
民
國
日
報
』
は
校
長
に
反
対
す
る
学
生
た
ち
の
主
張
を
そ
の
ま
ま
記
事
に
取
り
上

げ
、
何
度
も
学
潮
を
支
持
す
る
記
事
を
載
せ
た
。
国
民
党
の
理
論
家
で
あ
っ
た
戴
季

陶
は
、
紙
面
で
呂
恵
如
校
長
を
こ
う
非
難
し
て
い
る
。

　

 

呂
先
生
は
た
し
か
に
一
〇
年
前
の
維
新
女
性
で
あ
っ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
だ

が
よ
う
や
く
「﹇
清
末
の
﹈
西
学
が
大
成
し
た
」
時
代
の
維
新
党
と
今
の
時
勢
と

は
、
大
き
く
か
け
離
れ
て
い
る
。
も
し
民
国
八
年
以
後
の
女
性
教
育
家
に
な
り

た
い
の
で
あ
れ
ば
、
少
な
く
と
も
職
を
辞
し
て
、
何
年
か
学
生
を
す
る
べ
き
だ58
。

新
文
化
運
動
期
に
校
長
職
に
上
っ
た
女
性
教
員
は
、
ち
ょ
う
ど
清
末
か
ら
民
国
初
期

の
良
妻
賢
母
主
義
教
育
を
受
け
て
育
っ
た
世
代
で
あ
る
。
良
妻
賢
母
主
義
教
育
は

一
九
一
〇
年
代
後
半
か
ら
徐
々
に
否
定
さ
れ
て
い
っ
た
が
、
そ
れ
と
同
時
に
上
の
世

代
も
激
し
い
批
判
に
さ
ら
さ
れ
、
一
部
の
教
員
は
時
代
の
波
に
消
さ
れ
て
い
っ
た
。

こ
の
動
き
を
後
押
し
し
た
の
が
、
メ
デ
ィ
ア
に
携
わ
る
知
識
人
男
性
で
あ
っ
た
。

母
校
の
校
長
に
就
任
し
よ
う
と
し
た
女
性
が
、
拒
否
さ
れ
た
ケ
ー
ス59
も
あ
る
。

一
九
二
〇
年
、
広
東
省
の
省
長
は
広
東
省
立
女
子
師
範
学
校
の
校
長
に
、
同
校
を
卒
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業
し
た
何
智
芳
と
い
う
女
性
を
任
命
し
よ
う
と
し
た
。と
こ
ろ
が
こ
の
動
き
に
対
し
、

学
生
全
員
が
授
業
ス
ト
ラ
イ
キ
を
決
行
し
て
、
彼
女
の
就
任
を
拒
絶
し
た
。
学
生
た

ち
は
、「
高
等
教
育
を
受
け
た
」「
学
識
の
あ
る
、
教
学
経
験
が
豊
富
な
校
長
」
を
任

命
し
て
ほ
し
い
と
訴
え
た
。
何
智
芳
に
対
し
て
は
、「
教
育
の
知
識
が
非
常
に
浅
く
、

教
学
の
経
験
は
少
し
も
な
い
と
言
っ
て
よ
い
。
品
行
道
徳
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に
学

生
た
ち
の
尊
敬
を
受
け
る
に
足
り
な
い
」
と
容
赦
な
い
批
評
を
述
べ
て
い
る
。
加
え

て
学
生
た
ち
は
、
来
校
し
た
何
智
芳
に
、
教
務
に
関
す
る
質
問
を
矢
継
ぎ
早
に
浴
び

せ
か
け
る
と
い
う
洗
礼
を
施
し
た
。
何
智
芳
は
答
え
ら
れ
ず
、
早
々
に
退
席
し
た
と

い
う
。

学
生
た
ち
は
母
校
の
先
輩
で
も
あ
る
何
智
芳
を
、
な
ぜ
こ
こ
ま
で
毛
嫌
い
し
た
の

だ
ろ
う
か
。
一
つ
に
は
彼
女
の
学
歴
が
自
分
た
ち
と
同
等
で
あ
り
、
教
学
経
験
が
不

足
し
て
い
る
こ
と
に
、
物
足
り
な
さ
を
感
じ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
だ
が
学
生
が
投
稿

し
た
文
章
の
後
半
を
よ
く
見
る
と
、「
学
務
が
わ
か
ら
ず
、
甘
ん
じ
て
人
の
妾
と
な
る

何
智
芳
」
と
い
う
文
言
が
出
て
く
る
。
比
喩
的
な
表
現
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
こ

で
は
何
智
芳
が
有
力
者
の
妾
で
あ
っ
た
可
能
性
が
仄
め
か
さ
れ
て
い
る
。
学
生
た
ち

は
何
智
芳
個
人
に
対
し
て
と
い
う
よ
り
も
、
妾
と
い
う
身
分
に
過
剰
に
反
応
し
た
と

も
考
え
ら
れ
る
。
当
時
、
進
歩
的
な
知
識
人
た
ち
に
よ
り
、
西
洋
か
ら
一
夫
一
妻
制

が
導
入
さ
れ
、
新
し
い
夫
婦
の
形
と
し
て
熱
心
に
提
唱
さ
れ
て
い
た
。
中
等
教
育
を

受
け
た
学
生
た
ち
は
、
特
に
こ
う
し
た
問
題
に
敏
感
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
新
し
い

思
想
の
到
来
に
よ
っ
て
、
女
性
の
間
に
も
旧
来
と
は
異
な
る
、
新
た
な
序
列
が
生
み

出
さ
れ
て
い
っ
た
。

各
地
の
女
子
師
範
学
校
で
は
、
新
た
な
権
威
付
け
を
図
る
動
き
も
見
ら
れ
た
。
女

子
師
範
学
校
は
地
方
ご
と
に
設
置
さ
れ
、
当
地
に
お
け
る
女
子
の
最
高
学
府
で
あ
る

こ
と
も
多
か
っ
た
。
無
錫
県
立
女
子
師
範
学
校
で
は
、
省
議
員
に
な
り
た
い
官
僚
が

現
職
校
長
を
辞
め
さ
せ
て
、政
府
関
係
者
の
親
戚
筋
で
あ
る
顧
穀
綏
と
い
う
女
性
を
、

校
長
の
職
に
就
け
よ
う
と
し
た
。
顧
穀
綏
に
は
他
の
女
学
校
で
校
長
を
務
め
た
経
験

が
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
学
生
た
ち
は
、
彼
女
の
就
任
を
拒
否
し
、
全
体
会
議
を

開
い
て
、
反
対
を
表
明
す
る
宣
言
を
出
し
た
。
主
な
反
対
理
由
は
、
彼
女
の
学
歴
が

五
年
制
の
師
範
学
校
の
校
長
に
ふ
さ
わ
し
く
な
い
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

　

 

聞
く
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
顧
穀
綏
女
士
は
、
わ
ず
か
二
年
の
師
範
講
習
科
を
卒

業
し
た
だ
け
だ
と
い
う
。
し
か
し
私
た
ち
の
い
る
学
校
は
、
完
全
な
師
範
学
校

で
あ
り
、
卒
業
に
は
五
年
か
か
る
。
今
、
仮
に
﹇
我
が
校
の
﹈
二
年
生
を
完
全

な
﹇
五
年
制
の
﹈
師
範
学
校
の
校
長
に
す
る
と
し
た
ら
、
そ
の
資
格
は
あ
る
と

言
え
る
で
あ
ろ
う
か
。

「
無
錫
女
子
師
範
学
校
は
、
無
錫
の
女
子
学
校
の
ト
ッ
プ
に
位
置
す
る60
」
と
、
記
事
で

も
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
こ
こ
か
ら
は
、
他
の
学
校
と
同
じ
に
し
て
ほ
し
く
な

い
と
い
う
学
生
た
ち
の
プ
ラ
イ
ド
が
見
て
取
れ
る
。

紹
興
県
立
女
子
師
範
学
校
で
も
一
九
二
〇
年
に
同
様
の
ケ
ー
ス
が
発
生
し
た
。
こ

こ
で
拒
否
さ
れ
た
の
は
女
性
校
長
で
は
な
く
、
男
性
校
長
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
理
由

は
や
は
り
学
歴
に
対
す
る
不
満
で
あ
っ
た
。
学
生
た
ち
は
新
任
校
長
が
養
蚕
学
校
の

卒
業
生
だ
と
知
る
と
、「
私
た
ち
の
学
校
は
女
子
師
範
学
校
で
あ
り
、
女
子
養
蚕
学
校

で
は
あ
り
ま
せ
ん
」
と
述
べ
、
彼
の
着
任
を
拒
ん
だ61
。

学
生
た
ち
は
校
長
の
み
な
ら
ず
教
員
に
も
、
よ
り
高
い
学
歴
を
望
む
よ
う
に
な
っ

て
い
た
。
先
述
し
た
江
蘇
省
立
第
一
女
子
師
範
学
校
で
は
、
女
性
校
長
が
二
人
の
教

え
子
を
教
員
に
任
命
し
た
こ
と
が
批
判
さ
れ
て
い
る
。
学
生
た
ち
は
、
母
校
で
学
ん

だ
こ
の
二
人
の
学
識
が
、
自
分
た
ち
と
大
し
て
変
わ
り
が
な
い
こ
と
に
憤
り
を
見
せ

て
い
る62
。

一
九
二
三
年
に
浙
女
師
で
発
生
し
た
学
潮
で
も
、
校
長
が
三
人
の
卒
業
生
を
教
員

に
任
命
し
、
授
業
を
さ
せ
た
こ
と
が
や
り
玉
に
挙
が
っ
て
い
る
。
彼
女
ら
の
教
え
方

は
、「
わ
け
が
わ
か
ら
な
く
て
、
間
違
い
だ
ら
け
」
だ
と
非
難
さ
れ
て
い
る63
。

清
末
か
ら
民
国
初
期
に
は
学
校
教
育
を
受
け
た
女
性
が
圧
倒
的
に
少
な
く
、
初
歩

的
な
教
育
を
受
け
れ
ば
、
す
ぐ
に
教
員
に
な
る
こ
と
が
で
き
た
。
だ
が
新
文
化
運
動
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後
期
に
な
る
と
、
女
子
学
校
の
数
も
少
し
ず
つ
増
え
、
そ
れ
と
と
も
に
学
生
が
教
員

に
求
め
る
要
求
も
高
く
な
っ
て
い
っ
た
。
そ
の
一
つ
が
学
歴
に
対
す
る
要
求
で
あ
っ

た
。で

は
学
生
た
ち
は
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
教
員
を
望
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
こ

か
ら
は
校
長
や
教
員
の
留
任
を
求
め
る
学
潮
を
例
に
挙
げ
て
見
て
い
き
た
い
。

第
二
章
で
は
、
二
教
員
の
留
任
を
求
め
る
湖
北
省
立
女
子
師
範
学
校
の
ケ
ー
ス
に

触
れ
た
。
そ
こ
か
ら
は
、
女
性
解
放
な
ど
、
新
し
い
時
代
の
潮
流
を
語
る
男
性
教
員

と
、
政
治
的
な
意
見
を
は
っ
き
り
と
述
べ
る
女
性
教
員
が
、
学
生
た
ち
の
支
持
を
受

け
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る64
。

陽
県
立
第
一
女
子
中
学
で
発
生
し
た
学
潮
は
、
男
性
校
長
の
留
任
を
求
め
た
も

の
だ
っ
た
。
一
九
二
三
年
、
江
蘇
省
の
省
議
員
が
、
同
校
の
校
長
で
あ
る
沈
宗
璜
を

更
迭
さ
せ
、
代
わ
り
に
女
性
校
長
を
就
任
さ
せ
よ
う
と
し
た
。
そ
の
理
由
は
、
沈
宗

璜
が
学
校
で
「
社
交
の
公
開
」「
恋
愛
の
自
由
」「
産
児
制
限
」
な
ど
を
提
唱
し
た
か

ら
だ
と
さ
れ
る
。
こ
の
更
迭
に
対
し
、
学
生
た
ち
は
断
固
反
対
す
る
と
い
う
声
明
を

発
表
し
た65
。
そ
し
て
学
生
全
員
が
の
ぼ
り
を
手
に
し
て
、道
々
ビ
ラ
を
撒
き
な
が
ら
、

県
の
役
所
に
押
し
か
け
た66
。『
婦
女
週
報
』
も
、女
子
校
に
必
ず
し
も
女
性
校
長
が
ふ

さ
わ
し
い
と
は
限
ら
な
い
と
い
う
社
評
を
掲
げ
て
、学
潮
を
擁
護
し
た67
。「
社
交
の
公

開
」「
恋
愛
の
自
由
」「
産
児
制
限
」
は
、
い
ず
れ
も
性
に
関
わ
る
新
文
化
運
動
の
新

し
い
主
張
で
あ
り
、
知
識
人
青
年
が
熱
を
込
め
て
提
唱
し
た
テ
ー
マ
で
あ
る
。
女
学

生
た
ち
は
こ
う
い
っ
た
西
洋
の
思
想
を
持
ち
込
ん
だ
新
し
い
世
代
の
教
員
を
熱
望
し

た
の
で
あ
る
。

だ
が
相
変
わ
ら
ず
教
育
行
政
側
は
、
経
験
豊
か
な
女
性
が
女
子
学
校
の
校
長
の
座

に
就
く
こ
と
を
望
ん
だ
。
女
性
校
長
の
方
が
、
女
子
校
独
自
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
や
学

風
に
精
通
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
た
か
ら
で
あ
る68
。
し
か
し
新
し
い
思
想
に
飢
え
て

い
た
学
生
は
、
経
験
豊
富
な
女
性
教
員
よ
り
も
、
新
文
化
運
動
の
担
い
手
と
な
っ
た

新
進
気
鋭
の
男
性
教
員
を
望
ん
だ
。
た
と
え
海
外
へ
留
学
し
た
女
性
で
あ
っ
た
と
し

て
も
、
政
治
的
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信
し
な
け
れ
ば
、「
封
建
的
」
で
あ
る
と
非
難
さ

れ
た69
。
女
学
生
た
ち
は
、
上
の
世
代
の
女
性
と
の
連
携
よ
り
は
、
む
し
ろ
新
し
い
世

代
の
男
性
と
の
連
携
を
望
ん
だ
。
辛
亥
革
命
前
後
に
教
育
を
受
け
た
女
性
た
ち
か
ら

の
継
承
よ
り
も
、
社
会
の
変
革
に
付
い
て
い
く
こ
と
を
望
ん
だ
、
新
た
な
世
代
の
誕

生
で
あ
っ
た
。

五
、
メ
デ
ィ
ア
と
の
連
携

学
潮
を
支
援
し
た
メ
デ
ィ
ア
は
、
や
は
り
新
し
い
世
代
の
知
識
人
に
よ
っ
て
構
成

さ
れ
て
い
た
。
女
学
生
は
メ
デ
ィ
ア
の
発
信
す
る
新
し
い
思
想
に
感
銘
を
受
け
、
中

に
は
そ
の
思
想
を
実
行
に
移
そ
う
と
す
る
者
も
現
れ
た
。
各
校
に
お
け
る
学
潮
は
決

し
て
突
発
的
に
発
生
し
た
も
の
で
は
な
く
、
メ
デ
ィ
ア
の
影
響
を
強
く
受
け
た
も
の

だ
っ
た
。

『
民
國
日
報
』
と
そ
の
副
刊
が
、学
潮
に
同
情
的
な
報
道
を
し
た
こ
と
は
先
に
述
べ

た
。『
民
國
日
報
』
と
そ
の
副
刊
は
学
潮
が
発
生
し
た
事
実
を
伝
え
た
だ
け
で
な
く
、

時
に
は
学
潮
を
煽
る
よ
う
な
論
説
を
載
せ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
具
体
例
と
し
て
、
第

二
章
で
も
触
れ
た
杭
州
の
浙
女
師
の
ケ
ー
ス
か
ら
見
て
い
こ
う
。『
民
國
日
報
』は
上

海
で
発
行
さ
れ
た
新
聞
で
あ
る
た
め
、
地
理
的
に
近
い
浙
女
師
の
学
内
事
情
は
、
し

ば
し
ば
紙
面
に
取
り
上
げ
ら
れ
た
。

一
九
二
一
年
、『
民
國
日
報
』
の
副
刊
で
あ
る
『
覺
悟
』
誌
上
で
、
同
校
の
女
学
生

五
人
が
除
籍
さ
れ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
た70
。
処
分
理
由
の
一
つ
は
、「
見
知
ら
ぬ

人
と
話
を
し
た
」
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
「
見
知
ら
ぬ
人
」
と
は
、
新
進
気

鋭
の
言
語
学
者
、
陳
望
道
を
指
し
て
い
た
。
こ
の
情
報
を
得
た
陳
望
道
は
『
覺
悟
』

誌
上
に
、
浙
女
師
の
関
係
者
へ
宛
て
た
公
開
書
状
を
発
表
し
た
。
そ
の
内
容
は
、
以

前
、
貴
校
の
学
生
が
手
紙
を
寄
こ
し
、
国
語
の
読
本
や
自
習
方
法
に
つ
い
て
自
分
に

教
え
を
求
め
た
こ
と
が
あ
っ
た
が
、
ど
う
し
て
そ
れ
が
処
分
理
由
に
な
る
の
か
、
お
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答
え
願
い
た
い
、
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た71
。
こ
の
公
開
書
状
を
導
火
線
と
し
て
、『
覺

悟
』
誌
上
に
は
次
々
と
浙
女
師
批
判
の
記
事
が
載
せ
ら
れ
た
。

こ
の
事
件
は
、
五
人
の
学
生
が
除
籍
さ
れ
た
と
い
う
だ
け
で
、
社
会
的
に
大
き
な

で
き
ご
と
で
あ
っ
た
と
は
言
い
が
た
い
。
だ
が
『
覺
悟
』
は
こ
の
事
件
を
何
度
も
取

り
上
げ
、
執
拗
に
学
校
批
判
・
校
長
批
判
を
繰
り
返
し
た
。
彼
ら
は
浙
女
師
は
専
制

的
な
手
段
で
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
さ
れ
て
お
り72
、
奴
隷
教
育
を
施
す
牢
獄
の
よ
う
な
学
校

で
あ
る73
、
と
述
べ
立
て
、
学
校
を
攻
撃
し
た
。
さ
ら
に
そ
の
矛
先
は
、
多
方
面
に
向

け
ら
れ
た
。
在
学
生
の
中
か
ら
抗
議
の
声
が
出
な
い
の
は
お
か
し
い74
、
杭
州
学
生
会

は
な
ぜ
行
動
を
起
こ
さ
な
い
の
か75
、
浙
江
省
の
住
民
は
も
っ
と
浙
女
師
の
事
件
に
関

心
を
向
け
る
べ
き
だ76
、と
連
日
の
よ
う
に
学
潮
を
煽
る
か
の
よ
う
な
記
事
が
載
っ
た
。

結
局
、
こ
の
事
件
は
学
潮
に
発
展
し
な
い
ま
ま
幕
を
閉
じ
た
が
、
約
一
ヵ
月
半
の

間
に
『
覺
悟
』
誌
上
に
は
こ
の
学
生
処
分
事
件
に
つ
い
て
、
合
計
二
〇
本
も
の
記
事

が
載
せ
ら
れ
た
。
い
か
に
『
覺
悟
』
が
浙
女
師
の
動
向
に
注
目
し
て
い
た
か
が
よ
く

わ
か
る
。

浙
女
師
で
は
こ
の
二
年
後
の
一
九
二
三
年
に
、
校
長
の
追
い
出
し
を
は
か
る
本
格

的
な
学
潮
が
巻
き
起
こ
っ
た
。
だ
が
今
度
の
学
潮
で
、
積
極
的
に
学
潮
を
支
援
し
た

の
は
『
民
國
日
報
』
や
そ
の
副
刊
で
は
な
く
、『
新
浙
江
報
』
と
い
う
杭
州
の
急
進
派

が
出
し
た
雑
誌
で
あ
っ
た
。

一
方
『
民
國
日
報
』
副
刊
の
『
婦
女
評
論
』
は
、「
浙
女
師
紛
争
に
つ
い
て
の
談

話
」
と
い
う
、
何
と
も
歯
切
れ
が
悪
い
論
評
を
出
し
て
い
る
。
こ
の
論
評
は
、
編
集

者
の
一
人
で
あ
っ
た
沈
雁
冰
が
、
同
校
の
同
郷
女
性
か
ら
聞
い
た
話
を
紹
介
す
る
と

い
う
体
裁
を
取
っ
て
い
る
。
こ
の
女
性
は
、
校
長
追
い
出
し
派
、
擁
護
派
の
ど
ち
ら

に
も
属
さ
な
い
と
し
た
上
で
、
こ
う
述
べ
る
。

　

 

こ
の
た
び
の
紛
争
で
、
墨
﹇
校
長
の
姓
﹈
追
い
出
し
派
は
、
明
ら
か
に
外
部
か

ら
の
援
助
を
受
け
て
い
ま
す
。
私
は
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、反
対
は
し
ま
せ
ん
。

﹇
中
略
﹈
し
か
し
彼
ら
の
や
り
方
に
は
、決
し
て
賛
成
で
き
ま
せ
ん
。
彼
ら
は
挑

発
的
に
そ
し
っ
た
り
の
の
し
っ
た
り
し
、
マ
ス
コ
ミ
と
し
て
の
、
真
面
目
で
慎

重
な
態
度
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
ま
せ
ん
。
彼
ら
は
政
治
的
な
手
段
を
使
っ
て
、

事
を
運
ぼ
う
と
し
て
い
る
の
で
す78
。

沈
雁
冰
は
こ
の
女
性
の
口
を
借
り
て
、
校
長
の
学
校
運
営
方
針
に
は
反
対
だ
が
、
学

潮
の
進
め
方
に
も
問
題
が
あ
る
と
、
暗
に
述
べ
て
い
る
。
実
は
、
こ
の
紛
争
で
攻
撃

に
さ
ら
さ
れ
て
い
た
校
長
派
の
教
員
の
一
人
が
、
沈
雁
冰
の
友
人
で
あ
っ
た
。
沈
雁

冰
は
友
人
が
『
新
浙
江
報
』
に
攻
撃
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
見
か
ね
て
筆
を
執
っ
た
と

し
、
こ
う
弁
明
し
て
い
る
。

　

 

し
か
し
読
者
に
誤
解
の
な
い
よ
う
願
い
た
い
。
私
は
楊
朗
垣
﹇
友
人
の
名
﹈
の

た
め
に
不
平
を
述
べ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
決
し
て
消
極
的
に
女
師
校
側
を
庇

い
だ
て
し
て
い
る
の
で
は
な
い
。（
女
師
校
の
や
り
方
は
、
新
し
い
潮
流
に
ふ
さ
わ

し
く
な
い
。
急
い
で
改
革
す
べ
き
だ
と
い
う
点
は
、
疑
い
を
容
れ
な
い
）79
。

二
年
前
に
は
鋭
く
校
長
を
攻
撃
し
て
い
た80
沈
雁
冰
で
あ
る
が
、
そ
の
筆
の
運
び
は
鈍

い
。
さ
ら
に
一
週
間
後
に
は
、
当
の
友
人
ま
で
が
弁
明
を
載
せ
て
い
る81
。
こ
う
し
た

『
婦
女
評
論
』
の
動
き
に
対
し
、
学
潮
を
支
援
す
る
Ｊ
Ｎ
と
い
う
人
物
は
、
沈
雁
冰
を

批
判
す
る
声
明
を
出
し
た82
。
だ
が
こ
れ
以
降
、
同
誌
に
は
事
件
に
つ
い
て
の
報
道
は

見
ら
れ
な
く
な
っ
た
。

一
九
二
二
年
、
蘇
州
の
楽
益
女
子
中
学
で
、
校
舎
の
建
築
を
め
ぐ
る
問
題
か
ら
学

生
全
員
が
退
学
す
る
と
い
う
事
件
が
発
生
し
た
。
こ
の
と
き
も
、
攻
撃
さ
れ
た
学
校

の
経
営
者
は
編
集
者
の
知
り
合
い
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
『
覺
悟
』
は
、
学
生
側
の

言
い
分
を
掲
載
し
な
が
ら
も
、
攻
撃
さ
れ
た
張
先
生
は
教
育
を
重
ん
じ
る
立
派
な
人

物
で
あ
る
と
擁
護
し
、
さ
ら
に
こ
の
学
校
が
人
に
利
用
さ
れ
な
い
よ
う
に
、
と
注
意

さ
え
呼
び
か
け
て
い
る83
。

こ
の
よ
う
に
『
民
國
日
報
』
と
そ
の
副
刊
は
、
す
べ
て
の
学
潮
を
一
律
に
支
援
し

て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
彼
ら
の
矛
先
は
学
校
当
局
に
鋭
く
向
け
ら
れ
た
が
、

そ
こ
に
「
身
内
」
が
存
在
す
る
よ
う
な
と
き
に
は
、
攻
撃
の
手
は
緩
め
ら
れ
、
曖
昧
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な
表
現
が
用
い
ら
れ
た
。
あ
る
い
は
、
報
道
そ
の
も
の
が
な
さ
れ
な
か
っ
た
可
能
性

も
あ
る
。
つ
ま
り
学
潮
に
関
し
て
は
、
か
な
り
恣
意
的
な
報
道
が
な
さ
れ
て
い
た
と

言
え
る
。
こ
こ
に
は
当
然
、
政
治
的
な
配
慮
も
加
わ
っ
て
い
た
と
考
え
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

メ
デ
ィ
ア
に
は
メ
デ
ィ
ア
側
の
事
情
が
あ
る
一
方
、
学
生
側
も
メ
デ
ィ
ア
を
巧
み

に
利
用
し
た
。
何
の
力
も
持
た
な
い
学
生
が
、
自
分
た
ち
の
声
を
世
間
に
伝
え
る
に

は
、
メ
デ
ィ
ア
だ
け
が
頼
り
で
あ
っ
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
学
生
た
ち
は
教

員
へ
の
不
満84
や
学
校
の
腐
敗
ぶ
り85
を
逐
一
書
き
立
て
、
新
聞
・
雑
誌
社
に
送
っ
た
。

本
人
で
は
な
く
、
家
族
や
知
人
が
女
子
学
校
の
内
実
を
投
稿
す
る
こ
と86
も
、
少
な
く

な
か
っ
た
。

学
潮
で
は
、
運
動
を
起
こ
し
た
学
生
た
ち
が
、
新
聞
に
「
宣
言
」
を
出
す
パ
タ
ー

ン
も
定
着
し
て
い
た
。
多
く
の
「
宣
言
」
で
は
、
ま
ず
学
潮
を
起
こ
す
に
到
っ
た
経

緯
が
詳
し
く
述
べ
ら
れ
、
次
に
学
生
の
要
求
が
提
示
さ
れ
、
さ
ら
に
そ
れ
が
か
な
え

ら
れ
る
ま
で
運
動
を
続
け
る
決
意
が
示
さ
れ
た
。
一
九
二
〇
年
の
山
東
省
立
女
子
師

範
学
校87
、
一
九
二
〇
年
の
直
隷
第
一
女
子
師
範
学
校88
、
一
九
二
一
年
の
無
錫
県
立
女

子
師
範
学
校89
、
一
九
二
二
年
の
湖
北
省
立
女
子
師
範
学
校90
、
一
九
二
〇
年
及
び

一
九
二
三
年
の
紹
興
県
立
女
子
師
範
学
校91
、
一
九
二
三
年
の

陽
県
立
第
一
女
子
中

学92
、
一
九
二
四
年
の
山
東
省
立
女
子
職
業
学
校93
、
そ
し
て
後
述
す
る
一
九
二
四
年
の

直
隷
二
女
師
に
お
け
る
各
学
潮
で
は
、
い
ず
れ
も
学
生
の
出
し
た
「
宣
言
」
が
そ
の

ま
ま
新
聞
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。「
宣
言
」の
す
べ
て
が
メ
デ
ィ
ア
に
取
り
上
げ
ら
れ

る
と
は
限
ら
な
か
っ
た
が
、
多
く
は
メ
デ
ィ
ア
に
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
を
意
識
し

た
、
あ
る
い
は
メ
デ
ィ
ア
そ
の
も
の
に
向
け
て
発
信
し
た
「
宣
言
」
で
あ
っ
た
。
教

育
庁
や
校
長
宛
て
に
提
出
し
た
請
願
書
が
紙
面
に
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た94

が
、
こ
れ
も
ま
た
学
生
が
直
接
メ
デ
ィ
ア
に
宛
て
て
送
っ
た
も
の
だ
と
思
わ
れ
る
。

一
九
二
四
年
の
直
隷
二
女
師
の
学
潮95
は
、
メ
デ
ィ
ア
を
巧
み
に
利
用
し
た
こ
と
に

よ
り
、
多
方
面
か
ら
の
支
援
を
得
て
、「
勝
利
」
し
た
一
例
で
あ
る
。『
民
國
日
報
』

は
上
海
を
拠
点
と
し
て
い
た
た
め
、
直
隷
省
﹇
現
在
の
河
北
省
﹈
で
発
生
し
た
こ
の

事
件
で
、
主
導
的
な
役
割
を
果
た
し
た
と
は
言
い
が
た
い
。
だ
が
上
海
か
ら
の
声
援

を
伝
え
る
こ
と
で
、
一
定
の
後
方
支
援
の
役
割
を
果
た
し
た
と
思
わ
れ
る
。
以
下
、

『
民
國
日
報
』
の
記
事
を
た
ど
る
こ
と
に
よ
っ
て
、メ
デ
ィ
ア
と
学
生
と
の
連
携
を
確

認
し
た
い
。

一
九
二
四
年
三
月
一
九
日
、『
民
國
日
報
』
は
五
日
前
に
直
隷
二
女
師
で
学
潮
が
発

生
し
た
事
実
を
伝
え
た
。
校
長
が
横
暴
を
極
め
、
請
願
に
来
た
学
生
た
ち
を
、
手
下

を
使
っ
て
殴
ら
せ
た
と
い
う
。『
民
國
日
報
』は
学
潮
が
発
生
し
た
事
実
を
伝
え
る
と

同
時
に
、
早
く
も
学
生
自
治
会
が
出
し
た
第
一
次
宣
言
を
掲
載
し
た96
。
そ
の
二
日
後

に
は
ま
た
、
学
生
た
ち
に
よ
る
第
二
次
宣
言
が
発
表
さ
れ
た97
。
二
五
日
に
は
さ
ら
な

る
「
宣
言
」
が
発
表
さ
れ
、
後
任
の
校
長
に
望
む
四
つ
の
条
件
な
ど
、
具
体
的
な
要

求
が
示
さ
れ
た98
。

二
九
日
に
は
天
津
の
女
性
た
ち
か
ら
、
学
生
の
除
籍
処
分
に
憤
り
を
表
明
す
る
と

い
う
通
電
が
も
た
ら
さ
れ
た99
。
三
一
日
に
は
直
隷
二
女
師
の
学
生
自
治
会
よ
り
、
五

度
目
の
「
宣
言
」
が
発
表
さ
れ
たap0

。
こ
う
し
た
動
き
に
応
え
、『
民
國
日
報
』
は
四

月
一
日
と
四
日
に
、
学
生
に
同
情
す
る
社
説
を
大
々
的
に
載
せ
た
。
同
紙
は
こ
の
た

び
の
学
潮
を
「
女
子
教
育
界
に
お
け
る
価
値
あ
る
で
き
ご
と
」
で
あ
り
、「
女
性
が
新

た
な
道
を
歩
む
に
当
た
っ
て
の
砲
声
だ
」
と
称
賛
し
たap1

。

四
日
に
は
、
上
海
大
学ap2

の
女
学
生
か
ら
も
、
援
助
の
声
明
が
も
た
ら
さ
れ
た
。
彼

女
ら
は
副
刊
の
『
婦
女
週
報
』
で
、
今
回
の
学
潮
に
関
す
る
特
集
を
組
み
た
い
と
考

え
て
お
り
、
各
界
か
ら
の
支
援
を
求
め
て
い
たap3

。
こ
こ
か
ら
は
異
な
る
学
校
の
学
生

同
士
が
、
新
聞
と
い
う
媒
体
を
通
し
て
、
手
を
組
も
う
と
す
る
様
子
が
う
か
が
え
る
。

上
海
大
学
の
学
生
に
よ
る
支
援
の
方
法
も
ま
た
、
メ
デ
ィ
ア
を
使
っ
て
社
会
に
呼
び

か
け
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

続
い
て
九
日
に
は
、
婦
女
問
題
研
究
会ap4

・
婦
女
評
論
社
・
中
国
国
民
党
上
海
婦
女

部
の
三
団
体
が
、
支
援
を
表
明
し
たap5

。
一
三
日
に
は
、
同
校
の
地
元
で
保
定
中
等
学
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校
学
生
連
合
会
が
成
立
し
、
直
隷
二
女
師
へ
の
支
援
策
を
打
ち
出
し
たap6

。
二
一
日
、

つ
い
に
学
潮
は
直
隷
二
女
師
の
学
生
自
治
会
が
全
国
の
同
胞
に
向
け
、
連
合
戦
線
を

組
ん
で
全
国
の
「
反
動
女
子
教
育
」
を
追
い
出
し
て
ほ
し
い
、
と
呼
び
か
け
る
ま
で

に
発
展
し
た
。
こ
の
呼
び
か
け
で
は
、「
二
百
人
余
り
の
教
育
問
題
で
は
な
く
、
二
億

の
女
性
が
頭
を
も
た
げ
る
運
動
で
あ
る
」
と
の
見
出
し
が
目
を
引
くap7

。
そ
し
て
と
う

と
う
四
月
末
、
校
長
が
病
気
を
理
由
に
職
を
辞
し
、
学
生
た
ち
も
授
業
に
復
帰
す
る

こ
と
で
、
直
隷
二
女
師
の
学
潮
は
学
生
側
の
「
勝
利
」
に
終
わ
っ
た
。

以
上
の
動
き
か
ら
は
、
学
生
が
メ
デ
ィ
ア
に
向
け
て
発
信
し
た
「
宣
言
」
が
反
響

を
呼
び
起
こ
し
、
新
聞
を
媒
介
と
し
て
次
々
と
学
生
団
体
や
女
性
団
体
か
ら
の
支
援

が
集
ま
り
、
最
終
的
に
そ
れ
が
校
長
を
追
い
詰
め
て
い
く
、
と
い
う
構
図
が
見
て
取

れ
る
。
こ
こ
で
は
『
民
國
日
報
』
の
報
道
の
み
を
取
り
上
げ
た
が
、
直
隷
二
女
師
の

「
勝
利
」
に
は
、マ
ル
ク
ス
主
義
に
接
近
し
た
天
津
の
新
聞
『
婦
女
日
報
』
が
果
た
し

た
役
割
も
見
過
ご
せ
な
い
。
北
京
女
子
師
範
大
学
事
件
で
も
メ
デ
ィ
ア
が
大
き
な
役

割
を
果
た
し
た
が
、
直
隷
二
女
師
の
ケ
ー
ス
か
ら
は
、
そ
れ
以
前
に
す
で
に
同
様
の

モ
デ
ル
が
確
立
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

一
方
『
婦
女
雜
誌
』
な
ど
、
商
業
ベ
ー
ス
に
乗
っ
た
メ
デ
ィ
ア
は
、
さ
ほ
ど
学
潮

の
報
道
に
熱
心
で
は
な
か
っ
た
。
多
く
の
女
子
学
校
で
定
期
購
読
さ
れ
、
そ
こ
で
読

者
を
獲
得
し
た
と
い
う
同
誌
に
は
、
学
潮
を
支
持
す
る
よ
う
な
記
事
は
載
せ
ら
れ
な

か
っ
た
の
だ
ろ
う
。『
民
國
日
報
』
は
国
民
党
の
意
向
を
受
け
て
い
た
か
ら
こ
そ
、支

援
が
可
能
で
あ
っ
た
と
も
言
え
る
。

『
民
國
日
報
』
と
そ
の
副
刊
は
学
潮
を
支
援
し
、時
に
は
学
潮
を
煽
る
か
の
よ
う
な

記
事
を
載
せ
た
。
当
時
、
同
紙
の
周
辺
に
は
留
学
帰
り
の
青
年
が
多
く
集
ま
っ
て
お

り
、『
民
國
日
報
』
や
そ
の
副
刊
は
、
国
民
党
内
の
民
主
派
や
マ
ル
ク
ス
主
義
に
接
近

し
た
党
員
た
ち
が
、
自
ら
の
主
張
を
展
開
す
る
場
と
も
な
っ
て
い
た
。
彼
ら
は
「
遅

れ
た
」
女
子
学
校
に
対
し
、
儒
教
批
判
や
女
性
解
放
と
い
う
立
場
か
ら
、
攻
撃
を
加

え
た
。「
進
ん
だ
」
女
学
生
も
こ
う
し
た
メ
デ
ィ
ア
の
論
調
に
影
響
を
受
け
、学
校
批

判
を
実
際
の
行
動
に
移
し
て
い
っ
た
。
学
潮
の
報
道
に
は
恣
意
的
な
一
面
も
あ
っ
た

が
、
そ
れ
で
も
学
生
に
と
っ
て
、
メ
デ
ィ
ア
は
頼
み
の
綱
で
あ
っ
た
。
学
生
た
ち
は

メ
デ
ィ
ア
の
支
援
を
受
け
る
だ
け
で
な
く
、
自
ら
も
ま
た
積
極
的
に
メ
デ
ィ
ア
を
利

用
し
た
。
学
潮
は
、
新
文
化
運
動
期
の
知
識
人
青
年
が
主
導
す
る
メ
デ
ィ
ア
の
後
押

し
を
受
け
、「
進
ん
だ
」
女
学
生
が
そ
れ
に
応
え
る
と
い
う
、
双
方
か
ら
の
作
用
で
成

り
立
っ
て
い
た
。

お
わ
り
に

新
文
化
運
動
後
期
に
お
け
る
女
子
学
校
の
学
潮
か
ら
は
、
こ
の
時
期
の
女
学
生
た

ち
の
苛
立
ち
を
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
当
時
、
女
子
の
就
学
率
は
清
末
に
比
べ

れ
ば
格
段
に
高
く
な
っ
て
い
た
が
、
ま
だ
多
く
の
女
性
に
と
っ
て
、
中
等
教
育
を
授

け
る
女
子
学
校
は
、
手
の
届
か
ぬ
場
所
で
あ
っ
た
。
女
性
た
ち
の
中
で
も
将
来
を
期

待
さ
れ
る
存
在
で
あ
っ
た
女
学
生
は
、
学
校
教
育
に
も
新
し
い
動
き
を
求
め
よ
う
と

し
た
。
彼
女
た
ち
は
伝
統
的
な
学
問
よ
り
、
新
文
化
運
動
に
代
表
さ
れ
る
西
洋
の
科

学
や
、
白
話
文
に
よ
る
教
育
を
望
ん
だ
。
ま
た
教
員
に
も
高
い
学
歴
と
ラ
デ
ィ
カ
ル

な
思
想
を
求
め
た
。
北
京
大
学
な
ど
、
一
部
の
学
校
で
は
、
新
文
化
運
動
の
旗
手
た

ち
が
教
員
と
し
て
招
か
れ
、
急
速
に
新
し
い
方
向
へ
と
進
ん
で
い
た
。
だ
が
女
子
学

校
の
多
く
は
社
会
か
ら
の
批
判
を
恐
れ
る
あ
ま
り
、
女
学
生
へ
の
管
理
を
緩
め
よ
う

と
せ
ず
、
学
校
改
革
の
歩
み
は
遅
れ
が
ち
で
あ
っ
た
。
一
部
の
女
学
生
の
中
に
は
、

旧
態
依
然
と
し
た
校
風
の
中
で
置
き
去
り
に
さ
れ
て
い
る
、
と
い
う
焦
り
が
生
じ
て

い
た
と
思
わ
れ
る
。
学
潮
と
は
こ
の
苛
立
ち
が
、
そ
の
ま
ま
学
校
へ
向
け
ら
れ
た
も

の
で
も
あ
っ
た
。
さ
ら
に
女
学
生
の
矛
先
は
、
清
末
か
ら
民
国
初
期
に
か
け
て
教
育

を
受
け
た
女
性
教
員
に
向
け
ら
れ
る
こ
と
も
少
な
く
な
か
っ
た
。
新
思
想
の
導
入
と

い
う
点
で
は
、
学
校
よ
り
も
は
る
か
に
一
部
メ
デ
ィ
ア
の
方
が
進
ん
で
い
た
。
女
学

生
た
ち
は
、
新
文
化
運
動
へ
の
理
解
に
乏
し
い
上
の
世
代
の
女
性
た
ち
よ
り
も
、
新
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し
い
世
代
の
知
識
人
男
性
と
手
を
組
む
こ
と
を
望
ん
だ
の
で
あ
る
。

従
来
、
女
子
学
校
に
お
け
る
学
潮
は
、
反
動
教
育
に
対
し
て
立
ち
上
が
っ
た
女
学

生
た
ち
の
偉
大
な
闘
争
で
あ
る
と
し
て
、
女
性
解
放
運
動
史
の
中
で
高
く
評
価
さ
れ

て
き
た
。
だ
が
多
く
の
学
潮
を
見
て
み
る
と
、
彼
女
た
ち
は
抑
圧
を
受
け
て
突
発
的

に
立
ち
上
が
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
あ
る
程
度
決
ま
っ
た
パ
タ
ー
ン
に
則
っ
て
、
運

動
を
進
め
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
新
文
化
運
動
後
期
に
お
け
る
女
子
学
校
の
学
潮

と
は
、
変
革
を
求
め
る
時
代
の
中
で
、
女
学
生
と
メ
デ
ィ
ア
と
が
連
動
し
て
作
り
出

し
て
い
っ
た
一
つ
の
社
会
現
象
で
も
あ
っ
た
。

も
ち
ろ
ん
す
べ
て
の
女
学
生
が
、
学
潮
に
加
わ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
中
に
は
安

定
し
た
環
境
を
求
め
、
頻
発
す
る
学
潮
を
苦
々
し
く
思
う
女
学
生
も
少
な
か
ら
ず
存

在
し
た
で
あ
ろ
う
。
本
稿
で
取
り
上
げ
た
ケ
ー
ス
は
、
あ
く
ま
で
も
突
出
し
た
行
動

を
取
っ
た
一
部
の
女
学
生
た
ち
の
動
向
で
あ
る
。

一
九
二
〇
年
代
半
ば
を
ピ
ー
ク
と
し
て
、学
潮
は
沈
静
化
し
て
い
っ
た
。一
九
二
八

年
、
北
伐
を
完
成
さ
せ
た
南
京
国
民
政
府
は
、
国
内
の
安
定
を
第
一
と
考
え
、
学
潮

を
抑
え
込
む
方
向
へ
と
方
針
を
転
換
し
た
。
そ
の
後
も
学
潮
の
支
援
に
力
を
入
れ
た

の
は
、
学
生
を
通
し
て
世
論
の
形
成
を
図
ろ
う
と
し
た
共
産
党
で
あ
っ
た
。
だ
が
、

学
生
の
個
人
的
な
要
求
は
二
の
次
と
さ
れ
、
相
継
ぐ
日
本
の
侵
略
も
加
わ
っ
て
、
学

潮
は
次
第
に
反
日
運
動
へ
と
収
斂
さ
れ
て
い
く
。

新
文
化
運
動
後
期
の
学
潮
に
参
加
し
た
女
学
生
の
中
に
は
、
そ
の
ま
ま
政
治
の
道

に
進
む
者
も
現
わ
れ
たap8

。
一
方
、
三
〇
年
代
に
は
都
市
中
間
層
が
育
ち
、
上
海
な
ど

の
大
都
市
で
は
、
主
婦
に
よ
る
消
費
ブ
ー
ム
が
ま
き
起
こ
っ
た
。
こ
の
消
費
社
会
の

一
翼
を
担
っ
た
の
も
、
ま
た
彼
女
ら
の
世
代
で
あ
っ
た
。
新
文
化
運
動
後
期
の
女
学

生
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
意
味
で
時
代
の
先
端
を
走
っ
た
一
群
で
あ
っ
た
と
言
え
る
か
も

し
れ
な
い
。

注①　
陳
漱
渝
『
魯
迅
与
女
師
大
学
生
運
動
』
北
京
人
民
出
版
社
、一
九
七
八
年
。
丸
山
昇

『
魯
迅
―
そ
の
文
学
と
革
命
―
』
平
凡
社
、
一
九
六
五
年
。
飯
倉
照
平
編
「
あ
る
学
生

虐
殺
事
件
の
前
後
―
北
京
女
子
師
範
大
学
の
闘
争
か
ら
三
・
一
八
ま
で
―
」『
中
国
』
第

六
四
号
、
一
九
六
九
年
。
細
谷
草
子
「『
女
師
大
事
件
』
を
め
ぐ
る
『
語
絲
』
と
『
現

代
評
論
』
の
論
争
に
つ
い
て
」
上
下
『
野
草
』
一
九
七
四
年
冬
第
一
六
号
、一
九
七
五

年
初
夏
第
一
七
号
。
櫻
庭
ゆ
み
子「
女
校
長
の
夢
―
中
国
女
性
解
放
運
動
先
駆
者
と
し

て
の
北
京
女
子
師
範
大
学
校
長
楊
蔭
楡
―
」『
魯
迅
と
同
時
代
人
』
汲
古
書
院
、

一
九
九
二
年
。
山
内
一
恵
「
女
師
大
事
件
を
め
ぐ
る
二
つ
の
訴
訟
」『
中
國
文
學
會
紀

要
』
第
一
一
號
、一
九
九
○
年
。
山
内
一
恵
「
国
立
北
京
女
子
高
等
師
範
学
校
校
長
許

寿
裳
の
辞
職
を
め
ぐ
っ
て
―
女
師
大
事
件
へ
の
前
奏
―
」『
關
西
大
學
中
國
文
學
會
紀

要
』
第
二
七
號
、二
〇
〇
六
年
三
月
。
拙
稿
「
中
国
近
代
に
お
け
る
女
子
教
育
問
題
―

北
京
女
子
師
範
大
学
事
件
が
示
す
も
の
―
」『
立
命
館
文
學
』
第
五
六
〇
号
、一
九
九
九

年
六
月
な
ど
。

②　

女
子
学
校
に
お
け
る
学
潮
を
総
合
的
に
扱
っ
た
研
究
は
、管
見
の
限
り
で
は
ま
だ
な

い
。
個
別
の
学
潮
を
扱
っ
た
論
文
と
し
て
は
、
馮
杰
・
任
智
英
「
直
隷
女
二
師
学
潮
述

論
」『
河
北
師
範
大
学
学
報
』
哲
学
社
会
科
学
版
、
第
三
一
巻
第
四
期
、
二
〇
〇
八
年

七
月
が
あ
り
、学
生
側
の
勝
利
は
中
国
の
女
権
運
動
史
に
お
け
る
重
要
な
一
ペ
ー
ジ
で

あ
る
と
称
え
て
い
る
。
ま
た
呂
美
頤
・
鄭
永
福
『
中
国
婦
女
運
動
（
一
八
四
〇
―

一
九
二
一
）』
河
南
人
民
出
版
社
、
一
九
九
〇
年
や
蒋
美
華
『
二
〇
世
紀
中
国
女
性
角

色
変
遷
』
天
津
人
民
出
版
社
、
二
〇
〇
八
年
で
も
、
学
潮
は
女
性
解
放
の
表
れ
で
あ
る

と
い
う
観
点
か
ら
、
何
校
か
の
学
潮
を
取
り
上
げ
て
論
じ
て
い
る
。

③　

呂
芳
上
『
從
學
生
運
動
到
運
動
學
生
―
民
國
八
年
至
十
八
年
―
』
中
央
研
究
院
近
代

史
研
究
所
、
一
九
九
四
年

④　

本
稿
で
は
一
九
八
一
年
に
人
民
出
版
社
よ
り
出
さ
れ
た
影
印
版
を
参
照
し
た
。『
民

國
日
報
』
副
刊
の
『
覺
悟
』
と
『
婦
女
週
報
』
に
つ
い
て
は
こ
の
影
印
版
を
参
照
、『
婦

女
評
論
』
に
つ
い
て
は
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
所
蔵
の
私
製
版
（
民
國
日
報
社
発

行
の
複
製
版
の
複
写
）
を
参
照
し
た
。

⑤　

一
例
を
挙
げ
る
と
、「
評
傾
陷
浙
女
師
學
生
的
社
評
」『
民
國
日
報
』
一
九
二
三
年
四

月
一
一
日
で
は
、
学
潮
を
批
判
し
た
『
時
事
新
報
』
の
社
評
を
取
り
上
げ
て
、
非
難
を

浴
び
せ
て
い
る
。
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⑥　

雑
誌
『
婦
女
評
論
』
に
つ
い
て
は
、南
雲
智
「
雜
誌
『
婦
女
評
論
』
に
つ
い
て
」『
櫻

美
林
大
學
中
國
文
學
論
叢
』
第
七
號
、
一
九
七
九
年
三
月
に
詳
し
い
。

⑦　

前
掲
『
從
學
生
運
動
到
運
動
學
生
―
民
國
八
年
至
十
八
年
―
』

⑧　

清
朝
末
期
に
寧
垣
属
女
子
師
範
学
堂
と
し
て
創
設
さ
れ
、辛
亥
革
命
期
に
一
時
閉
校

と
な
る
が
、
一
九
一
二
年
に
江
蘇
省
立
第
一
女
子
師
範
学
校
と
改
名
さ
れ
、
再
出
発
す

る
。
一
九
二
二
年
の
学
制
改
革
の
影
響
を
受
け
、一
九
二
七
年
に
江
蘇
省
南
京
女
子
中

学
と
な
る
。

⑨　

一
九
〇
七
年
に
官
立
女
子
初
級
師
範
学
堂
と
し
て
創
設
さ
れ
る
。
中
華
民
国
成
立

後
、広
東
省
立
女
子
師
範
学
校
と
改
名
さ
れ
る
。
一
九
二
八
年
に
広
東
省
立
第
一
女
子

師
範
学
校
と
な
り
、
一
九
三
五
年
に
広
東
省
立
広
州
女
子
師
範
学
校
と
な
る
。

一
九
五
六
年
に
閉
校
と
な
っ
た
。

⑩　

一
九
〇
八
年
、官
立
女
子
師
範
学
堂
と
し
て
創
設
さ
れ
る
。
一
九
一
四
年
に
官
立
保

姆
養
成
所
と
合
併
し
、
山
東
省
立
済
南
女
子
師
範
学
校
と
な
る
。
一
九
四
九
年
、
省
立

済
南
師
範
学
校
と
合
併
し
、
翌
年
、
山
東
省
済
南
師
範
学
校
と
な
っ
て
、
今
に
到
っ
て

い
る
。

⑪　

一
九
〇
六
年
、
北
洋
女
子
師
範
学
堂
と
し
て
創
設
さ
れ
る
。
一
九
一
三
年
、
直
隷
女

子
師
範
学
校
と
改
名
し
、一
六
年
に
は
直
隷
第
一
女
子
師
範
学
校
と
な
る
。
二
八
年
に

は
河
北
省
立
第
一
女
子
師
範
学
校
と
な
る
。
人
民
共
和
国
成
立
後
は
、
主
に
芸
術
、
美

術
を
教
え
る
学
校
と
な
り
、
一
九
八
〇
年
に
天
津
美
術
学
院
と
改
名
さ
れ
て
、
現
在
に

到
っ
て
い
る
。

⑫　

一
九
一
一
年
、
紹
興
明
道
女
子
師
範
学
堂
と
し
て
創
設
さ
れ
る
。
一
九
一
五
年
、
県

立
校
と
な
り
、紹
興
県
立
女
子
師
範
学
校
と
改
名
さ
れ
る
。
一
九
二
八
年
に
浙
江
省
立

第
五
中
学
師
範
部
に
編
入
さ
れ
、
現
在
は
紹
興
市
第
一
中
学
と
な
っ
て
い
る
。

⑬　

一
九
〇
四
年
、
杭
州
女
学
校
と
し
て
創
設
さ
れ
る
。
一
九
一
二
年
、
浙
江
省
立
女
子

師
範
学
校
と
改
名
さ
れ
る
。
一
時
、
男
子
中
学
と
合
併
さ
れ
た
こ
と
も
あ
る
が
、
ま
た

女
子
校
と
し
て
独
立
す
る
。
一
九
五
八
年
、
男
女
共
学
校
と
な
る
。
現
在
は
杭
州
第

十
四
中
学
と
な
っ
て
い
る
。

⑭　

一
九
一
二
年
に
創
設
さ
れ
、
無
錫
県
立
女
子
師
範
学
校
と
な
っ
た
。
そ
の
後
、
た
び

た
び
校
名
を
変
え
、一
九
五
二
年
に
は
無
錫
市
第
一
女
子
中
学
と
な
っ
た
。
文
革
が
始

ま
る
と
、
要
武
中
学
と
名
を
変
え
、
男
女
共
学
校
と
な
る
。
一
九
七
二
年
、
無
錫
市
第

十
一
中
学
と
な
る
。
一
時
、
も
と
の
競
志
女
学
と
と
も
に
東
林
中
学
へ
と
編
入
さ
れ

た
。
だ
が
女
子
の
伝
統
校
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
女
子
中
学
へ
の
復
興
が
検
討
さ
れ
、

現
在
、
無
錫
市
第
一
女
子
中
学
と
な
っ
て
再
び
女
子
校
と
し
て
の
歩
み
を
始
め
た
。

⑮　

一
九
〇
五
年
に
朱
剣
凡
が
女
性
の
た
め
に
開
い
た
周
氏
家
塾
を
始
ま
り
と
す
る
。

一
九
〇
七
年
に
、
周
南
女
学
堂
と
改
名
さ
れ
、
一
二
年
に
は
湖
南
私
立
周
南
女
子
師
範

学
校
と
な
る
。
一
六
年
に
は
中
学
と
な
る
。
一
九
二
〇
年
よ
り
、省
政
府
の
委
託
で
湖

南
代
用
女
子
中
学
と
改
名
さ
れ
る
が
、
二
九
年
に
は
ま
た
湖
南
私
立
女
子
中
学
に
戻

る
。
人
民
共
和
国
成
立
後
は
湖
南
省
立
周
南
女
子
中
学
と
な
り
、六
八
年
に
男
女
共
学

校
と
な
っ
た
。
一
九
八
四
年
、
長
沙
市
周
南
中
学
と
な
り
、
現
在
に
到
っ
て
い
る
。

⑯　

一
九
〇
二
年
、蔡
元
培
ら
が
愛
国
女
学
を
創
設
し
た
。
創
設
当
初
は
革
命
に
役
立
つ

女
性
の
人
材
を
養
成
す
る
機
関
で
あ
っ
た
が
、一
九
〇
七
年
に
一
般
の
女
学
校
へ
と
改

編
さ
れ
た
。
一
九
二
七
年
に
愛
国
女
子
中
学
と
改
名
す
る
。
一
九
五
六
年
に
は
公
立
校

と
な
り
、
文
革
期
に
男
女
共
学
校
と
な
っ
た
。
現
在
、
上
海
市
愛
国
中
学
が
、
そ
の
校

名
を
受
け
継
い
で
い
る
。

⑰　

一
九
〇
六
年
、
地
元
の
教
育
家
に
よ
り
粋
化
女
学
と
し
て
創
設
さ
れ
、
一
九
一
二
年

に
武
進
県
立
女
子
師
範
学
校
と
な
る
。
そ
の
附
属
小
学
校
が
、現
在
も
常
州
市
実
験
小

学
と
し
て
引
き
継
が
れ
て
い
る
。

⑱　

一
九
〇
五
年
に
私
立
の
女
子
師
範
学
堂
と
し
て
創
設
さ
れ
、
翌
年
、
湖
広
総
督
の
張

之
洞
に
よ
り
公
立
化
さ
れ
る
。
一
九
二
七
年
、湖
北
省
立
第
一
女
子
中
学
に
編
入
さ
れ

る
。
一
九
六
九
年
、
男
女
共
学
校
と
な
る
。
そ
の
後
、
女
子
中
学
に
戻
っ
た
こ
と
も
あ

る
が
、二
〇
〇
六
年
に
は
再
び
共
学
校
と
な
っ
た
。
現
在
は
武
漢
市
第
三
十
九
中
学
と

呼
ば
れ
て
い
る
。

⑲　

一
九
二
一
年
に
張
充
和
が
創
設
し
た
私
立
女
子
中
学
校
。一
九
五
〇
年
代
に
他
の
私

立
校
と
と
も
に
、
蘇
州
市
第
一
中
学
校
に
編
入
さ
れ
、
今
に
到
っ
て
い
る
。

⑳　

一
九
〇
六
年
、
安
徽
女
子
公
学
と
し
て
蕪
湖
に
創
設
さ
れ
、
一
九
一
二
年
、
安
徽
省

立
第
二
女
子
師
範
学
校
と
改
名
さ
れ
る
。
一
九
二
八
年
、省
立
第
二
女
子
中
学
へ
と
改

編
さ
れ
る
。
一
九
五
八
年
に
、
蕪
湖
第
十
中
学
と
名
前
を
変
え
、
男
女
共
学
校
と
な
っ

た
。

㉑　

報
道
さ
れ
た
の
は
、
一
二
月
に
入
っ
て
か
ら
の
こ
と
で
あ
る
。

㉒　

一
九
〇
六
年
、
直
隷
女
学
堂
と
し
て
創
設
さ
れ
、
一
九
一
五
年
に
直
隷
第
二
女
子
師

範
学
校
と
な
る
。
そ
の
後
も
た
び
た
び
校
名
を
変
え
、文
革
期
に
男
女
共
学
校
と
な
っ

た
。
一
九
七
八
年
、
保
定
市
第
十
七
中
学
と
な
る
。
現
在
は
高
等
部
が
分
か
れ
、
河
北
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保
定
外
国
語
学
校
と
な
っ
て
い
る
。

㉓　

一
九
一
二
年
、湖
南
省
衡
陽
に
創
立
さ
れ
る
。
毛
沢
東
の
従
妹
が
学
ん
だ
こ
と
で
も

知
ら
れ
る
。
一
九
九
六
年
に
省
の
重
点
中
学
に
指
定
さ
れ
る
。
現
在
は
永
興
県
第
一
中

学
と
な
っ
て
い
る
。

㉔　

湖
北
省
立
女
子
師
範
学
校
を
指
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、
確
か
で
は
な
い
。

㉕　

一
九
一
二
年
、陝
西
省
立
第
一
女
子
師
範
学
校
と
し
て
創
設
さ
れ
る
。
一
九
三
四
年

に
は
中
学
部
が
陝
西
省
西
安
女
子
中
学
と
な
る
。
一
九
四
九
年
、陝
甘
寧
辺
区
西
安
女

子
中
学
と
改
名
さ
れ
、六
八
年
に
は
男
女
共
学
校
と
な
る
。七
二
年
、西
安
市
第
八
十
九

中
学
と
改
名
さ
れ
、
現
在
に
到
っ
て
い
る
。

㉖　

前
掲
『
從
學
生
運
動
到
運
動
學
生
―
民
國
八
年
至
十
八
年
―
』
七
四
〜
一
〇
四
頁

㉗　
「
直
隸
二
女
師
突
起
風
潮
」『
民
國
日
報
』
一
九
二
四
年
三
月
一
九
日

㉘　
「
學
生
會
斥
浙
女
師
校
長
」『
民
國
日
報
』
一
九
二
一
年
四
月
五
日

㉙　
「
南
京
一
女
師
風
潮
所
聞
」『
民
國
日
報
』
一
九
一
九
年
八
月
二
六
日

㉚　

拜
梅
女
士
「
蕪
湖
二
女
師
將
被
改
造
的
情
形
」『
婦
女
評
論
』
第
四
四
期
、一
九
二
二

年
六
月
七
日

㉛　
「
直
隸
二
女
師
突
起
風
潮
」『
民
國
日
報
』
一
九
二
四
年
三
月
一
九
日

32　
「
浙
女
師
學
生
驅
逐
校
長
」『
民
國
日
報
』
一
九
二
三
年
三
月
二マ

マ七
日
（
二
八
日
の
誤

り
）

33　

保
時
「
一
個
被
斥
退
學
生
的
經
過
和
批
評
」『
覺
悟
』
一
九
二
一
年
四
月
四
日

34　
「
直
隸
二
女
師
突
起
風
潮
」『
民
國
日
報
』
一
九
二
四
年
三
月
一
九
日

35　

拜
梅
女
士
「
蕪
湖
二
女
師
將
被
改
造
的
情
形
」『
婦
女
評
論
』
第
四
四
期
、一
九
二
二

年
六
月
七
日

36　
「
湖
北
女
子
師
範
罷
課
宣
言
」『
民
國
日
報
』
一
九
二
二
年
三
月
七
日
。
な
お
『
晨

報
』
で
も
三
月
一
日
に
同
じ
「
宣
言
」
を
掲
載
し
て
い
る
。

37　
「
鄂
女
師
校
長
毆
辱
女
生
風
潮
」『
民
國
日
報
』
一
九
二
二
年
一
一
月
五
日

38　
「
武
昌
各
校
學
潮
之
醞
釀
」『
民
國
日
報
』
一
九
二
四
年
七
月
六
日

39　
「
南
京
快
信
」『
申
報
』
一
九
一
六
年
九
月
二
七
日
（
上
海
書
店
影
印
本
、一
九
八
二

年
を
参
照
）

40　

断
髪
に
つ
い
て
は
高
島
航
「
一
九
二
〇
年
代
の
中
国
に
お
け
る
女
性
の
断
髪
―
議

論
・
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
・
革
命
」『
中
国
社
会
主
義
文
化
の
研
究
』
京
都
大
学
人
文
科
学

研
究
所
附
属
現
代
中
国
研
究
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
一
〇
年
に
詳
し
い
。

41　

例
え
ば
大
同
学
院
で
は
、
断
髪
の
女
性
が
入
試
に
合
格
し
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
入
学

を
拒
否
さ
れ
る
と
い
う
事
態
が
発
生
し
て
い
る
。
楊
璿
玉「
爲
拒
絶
剪
髪
女
生
質
大
同

學
院
院
長
」『
婦
女
評
論
』
第
一
〇
期
、
一
九
二
一
年
一
〇
月
五
日

42　

原
文
は
學
生
須
知
。

43　

武
漢
學
生
聯
合
會
「
侮
辱
學
生
人
格
的
鄂
女
師
規
約
」『
婦
女
評
論
』
第
五
六
期
、

一
九
二
二
年
八
月
三
〇
日

44　

余
孤
「
杭
州
女
師
範
底
詳
情
」『
學
悟
』
一
九
二
一
年
三
月
七
日

45　
Ｊ
Ｎ
「
浙
女
師
風
潮
底
眞
因
」『
婦
女
評
論
』
第
八
八
期
、
一
九
二
三
年
四
月
二
五

日
46　

雁
冰
「
關
於
浙
女
師
風
潮
的
一
席
談
話
」『
婦
女
評
論
』
第
八
七
期
、
一
九
二
三
年

四
月
一
一
日

47　

筱
睛
「
一
封
攻
撃
湖
南
女
界
的
信
」『
婦
女
評
論
』
第
九
二
期
、
一
九
二
三
年
五
月

二
三
日

48　

一
九
〇
九
年
に
安
慶
女
子
師
範
学
堂
と
し
て
創
設
さ
れ
た
。
一
九
一
二
年
、安
徽
省

立
第
一
女
子
師
範
学
校
が
建
て
ら
れ
た
が
、先
の
安
慶
女
子
師
範
学
堂
と
同
じ
流
れ
を

汲
む
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
一
九
二
八
年
、
安
徽
省
立
第
一
女
子
中
学
と
な
り
、
そ
の

後
も
た
び
た
び
校
名
を
変
え
て
い
る
。
一
九
五
六
年
、安
慶
第
三
初
級
中
学
と
合
併
し

て
、
安
慶
市
第
二
中
学
と
な
り
、
現
在
に
到
っ
て
い
る
。

49　

道
海
「
浮
蕩
少
年
與
學
校
專
制
」『
覺
悟
』
一
九
二
一
年
九
月
二
九
日

50　

晏
始
「
社
評
」『
婦
女
週
報
』
第
一
一
號
、
一
九
二
三
年
一
〇
月
三
一
日

51　

克
瀛
「
安
徽
女
子
前
途
底
障
碍
」『
婦
女
評
論
』
第
一
九
期
、
一
九
二
一
年
一
二
月

七
日

52　
「
女
師
代
表
致
呂
惠
如
書
」『
民
國
日
報
』
一
九
一
九
年
八
月
二
八
日

53　

一
九
〇
五
年
に
教
育
家
の
侯
鴻
鑑
に
よ
り
無
錫
私
立
競
志
女
学
と
し
て
創
設
さ
れ

た
。
一
九
一
九
年
、
江
蘇
省
代
用
女
子
中
学
と
名
前
を
変
え
た
が
、
一
九
二
七
年
に
は

競
志
女
子
中
学
と
さ
れ
、
競
志
の
名
が
復
活
し
た
。
一
九
五
三
年
、
公
立
校
と
な
り
、

無
錫
市
第
二
女
子
中
学
と
な
っ
た
。
一
九
七
二
年
、
無
錫
市
第
十
二
中
学
と
な
り
、
現

在
は
無
錫
市
東
林
中
学
と
い
う
校
名
に
な
っ
て
い
る
。

54　

呉
啓
人
「
無
錫
底
女
子
教
育
界
」『
婦
女
評
論
』
第
九
八
期
、
一
九
二
三
年
七
月
四

日
55　

筱
睛
「
一
封
攻
撃
湖
南
女
界
的
信
」『
婦
女
評
論
』
第
九
二
期
、
一
九
二
三
年
五
月
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二
三
日

56　

張
湘
耘
「
湖
南
第
三
女
子
師
範
底
女
校
長
與
女
學
生
」『
婦
女
評
論
』
第
七
二
期
、

一
九
二
二
年
一
二
月
二
〇
日

57　

魯
迅
「『

壁
』
之
後
」『
語
絲
』
第
二
九
期
、一
九
二
五
年
六
月
一
日
。
日
本
語
訳

は
学
習
研
究
社
『
魯
迅
全
集
』
を
参
照
し
た
。

58　

季
陶
「
呂
先
生
自
己
覺
悟
罷
！
」『
民
國
日
報
』
一
九
一
九
年
八
月
二
四
日

59　
「
粤
校
拒
絶
校
長
大
風
潮
」『
民
國
日
報
』
一
九
二
〇
年
一
月
一
八
日

60　
「
無
錫
女
師
之
校
長
風
潮
」『
民
國
日
報
』
一
九
二
一
年
六
月
二
四
日

61　
「
紹
興
女
師
校
底
校
長
潮
」『
民
國
日
報
』
一
九
二
〇
年
一
〇
月
二
六
日

62　
「
請
撤
南
京
女
師
範
校
長
」『
民
國
日
報
』
一
九
一
九
年
八
月
一
六
日

63　
「
浙
女
師
學
生
驅
逐
校
長
」『
民
國
日
報
』
一
九
二
三
年
三
月
二マ

マ七
日

64　
「
湖
北
女
子
師
範
罷
課
宣
言
」『
民
國
日
報
』
一
九
二
二
年
三
月
七
日

65　
「
陽マ

マ

女
校
學
生
新
思
想
」『
民
國
日
報
』
一
九
二
三
年
九
月
一
日

66　
「

陽
女
中
學
生
之
奮

」『
民
國
日
報
』
一
九
二
三
年
九
月
二
日

67　

高
山
「
社
評
」『
婦
女
週
報
』
第
四
號
、
一
九
二
三
年
九
月
一
二
日

68　
「
教
育
會
女
師
風
潮
報
告
」『
民
國
日
報
』
一
九
一
九
年
九
月
九
日

69　

湖
南
省
立
第
三
女
子
師
範
学
校
で
は
、
ア
メ
リ
カ
帰
り
の
女
性
校
長
が
「
良
妻
賢

母
」
の
訓
話
で
学
生
を
指
導
し
て
い
る
と
批
判
さ
れ
て
い
る
。
筱
睛
「
一
封
攻
撃
湖
南

女
界
的
信
」『
婦
女
評
論
』
第
九
二
期
、
一
九
二
三
年
五
月
二
三
日

70　

大
白
「
請
看
開
除
女
學
生
的
罪
名
」『
覺
悟
』
一
九
二
一
年
三
月
二
日

71　

陳
望
道
「
陳
望
道
爲
浙
女
師
開
除
學
生
事
致
該
校
辦
事
人
書
」『
覺
悟
』
一
九
二
一

年
三
月
四
日

72　

思
暁
「
讀
致
浙
女
師
辦
事
人
書
」『
覺
悟
』
一
九
二
一
年
三
月
七
日

73　

玄
盧
「
告
浙
江
女
子
師
範
教
職
員
」『
覺
悟
』
一
九
二
一
年
三
月
一
八
日

74　

猛
濟
「
社
会
裡
的
一
個
大
問
題
」『
覺
悟
』
一
九
二
一
年
三
月
一
〇
日

75　

平
鳴
「
浙
女
師
開
除
學
生
事
件
底
同
情
者
」『
覺
悟
』
一
九
二
一
年
三
月
一
八
日

76　

雁
冰
「
不
僅
僅
是
幾
個
學
生
的
事
」『
覺
悟
』
一
九
二
一
年
三
月
一
三
日
、心
如
「
浙

江
人
啊
！
」『
覺
悟
』
一
九
二
一
年
三
月
二
四
日

78　

雁
冰
「
關
於
浙
女
師
風
潮
的
一
席
談
話
」『
婦
女
評
論
』
第
八
七
期
、
一
九
二
三
年

四
月
一
一
日

79　

雁
冰
「
替
楊
朗
垣
抱
不
平
」『
婦
女
評
論
』
第
八マ

マ七
期
（
一
週
間
前
に
出
さ
れ
た
も

の
も
第
八
七
期
と
な
っ
て
い
る
）、
一
九
二
三
年
四
月
一
八
日

80　

雁
冰
「
不
僅
僅
是
幾
個
學
生
的
事
」『
覺
悟
』
一
九
二
一
年
三
月
一
三
日

81　

朗
垣
「
楊
朗
垣
底
辯
解
」『
婦
女
評
論
』
第
八
八
期
、
一
九
二
三
年
四
月
二
五
日

82　
Ｊ
Ｎ
「
浙
女
師
風
潮
底
眞
因
」」『
婦
女
評
論
』
第
八
八
期
、一
九
二
三
年
四
月
二
五

日
83　

季
平
「
關
於
女
學
界
的
兩
封
信
」『
覺
悟
』
一
九
二
二
年
六
月
二
日

84　
「
粤
校
拒
絶
校
長
大
風
潮
」『
民
國
日
報
』
一
九
二
〇
年
一
月
一
八
日

85　
「
女
師
學
生
一
封
信
」『
民
國
日
報
』
一
九
二
三
年
四
月
三
日
、「
鄂
女
師
學
潮
伏
波

再
起
」『
民
國
日
報
』
一
九
二
四
年
四
月
二
四
日

86　

保
時
「
一
個
被
斥
退
學
生
的
經
過
和
批
評
」『
覺
悟
』
一
九
二
一
年
四
月
四
日

87　
「
山
東
女
師
亦
發
生
風
潮
」『
民
國
日
報
』
一
九
二
〇
年
四
月
一
日

88　
「
直
女
師
校
全
體
解
散
」『
民
國
日
報
』
一
九
二
〇
年
五
月
一
一
日

89　
「
無
錫
女
師
之
校
長
風
潮
」『
民
國
日
報
』
一
九
二
一
年
六
月
二
四
日

90　
「
湖
北
女
子
師
範
罷
課
宣
言
」『
民
國
日
報
』
一
九
二
二
年
三
月
七
日
、「
湖
北
女
師

風
潮
呼

聲
『
民
國
日
報
』
一
九
二
二
年
一
〇
月
二
九
日
、「
鄂
女
師
校
長
毆
辱
女
生

風
潮
」『
民
國
日
報
』
一
九
二
二
年
一
一
月
五
日

91　
「
紹
興
女
師
校
底
校
長
潮
」『
民
國
日
報
』
一
九
二
〇
年
一
〇
月
二
六
日
、「
紹
女
師

反
對
校
長
宣
言
」『
民
國
日
報
』
一
九
二
三
年
四
月
二
〇
日

92　
「
陽マ

マ

女
校
學
生
新
思
想
」『
民
國
日
報
』
一
九
二
三
年
九
月
一
日

93　
「
魯
女
職
校
風
潮
解
決
難
」『
民
國
日
報
』
一
九
二
四
年
四
月
一
八
日

94　
「
請
撤
南
京
女
師
範
校
長
」『
民
國
日
報
』
一
九
一
九
年
八
月
一
六
日
、「
女
師
代
表

致
呂
惠
如
書
」『
民
國
日
報
』
一
九
一
九
年
八
月
二
八
日
、「
浙
女
師
學
生
驅
逐
校
長
」

『
民
國
日
報
』
一
九
二
三
年
三
月
二マ

マ七
日

95　

直
隷
第
二
女
子
師
範
学
校
の
学
潮
に
つ
い
て
は
、
前
掲
「
直
隷
女
二
師
学
潮
述
論
」

に
詳
し
い
。

96　
「
直
隸
二
女
師
突
起
風
潮
」『
民
國
日
報
』
一
九
二
四
年
三
月
一
九
日

97　
「
直
隸
二
女
師
驅
燕
二
次
宣
言
」『
民
國
日
報
』
一
九
二
四
年
三
月
二
一
日

98　
「
直
隸
二
女
師
風
潮
未
已
」『
民
國
日
報
』
一
九
二
四
年
三
月
二
五
日

99　
「
天
津
女
界
之
義
憤
」『
民
國
日
報
』
一
九
二
四
年
三
月
二
九
日

100　
「
直
隸
二
女
師
校
風
潮
」『
民
國
日
報
』
一
九
二
四
年
三
月
三
一
日

ap1　
「
學
生
新
刧
」『
民
國
日
報
』
一
九
二
四
年
四
月
一
日
、「
學
潮
中
的
保
定
女
師
」『
民
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國
日
報
』
一
九
二
四
年
四
月
四
日

ap2　

一
九
二
二
年
に
中
国
国
民
党
と
中
国
共
産
党
と
の
合
作
に
よ
っ
て
創
設
さ
れ
た
。共

産
党
の
初
期
の
指
導
者
や
マ
ル
ク
ス
主
義
に
接
近
し
た
学
者
た
ち
が
、教
鞭
を
執
っ
た

が
、
一
九
二
七
年
に
閉
校
と
な
っ
た
。
現
在
あ
る
上
海
大
学
は
、
一
九
九
四
年
に
上
海

工
業
大
学
な
ど
、
四
つ
の
学
校
が
合
併
し
て
で
き
た
大
学
で
あ
り
、
直
接
的
な
つ
な
が

り
は
な
い
。

ap3　
「
上
海
大
學
女
生
援
助
保
定
女
師
」『
民
國
日
報
』
一
九
二
四
年
四
月
四
日

ap4　

一
九
二
二
年
、『
婦
女
雜
誌
』『
婦
女
評
論
』
を
基
盤
と
し
て
意
見
を
発
表
し
て
い
た

知
識
人
た
ち
が
、女
性
の
問
題
を
多
方
面
か
ら
研
究
す
る
た
め
に
作
っ
た
研
究
会
。
発

起
人
に
は
、
沈
雁
冰
、
周
作
人
、
周
建
人
、
章
錫
琛
な
ど
、
当
時
の
女
性
解
放
運
動
を

理
論
面
か
ら
リ
ー
ド
し
て
い
た
人
物
の
名
が
並
ぶ
。

ap5　
「
三
團
體
援
助
保
定
女
師
」『
民
國
日
報
』
一
九
二
四
年
四
月
九
日

ap6　
「
保
定
中
等
學
校
學
生
聯
合
會
成
立
」『
民
國
日
報
』
一
九
二
四
年
四
月
一
三
日

ap7　
「
直
隸
二
女
師
學
生
呼

書
」『
民
國
日
報
』
一
九
二
四
年
四
月
二
一
日

ap8　

一
例
を
挙
げ
る
と
、
一
九
二
二
年
の
湖
北
省
立
女
子
師
範
学
校
の
学
潮
で
、
主
導
的

な
役
割
を
担
っ
た
夏
之
栩
は
、
共
産
党
に
入
党
し
て
女
性
幹
部
と
な
り
、
人
民
共
和
国

成
立
後
は
、
武
漢
市
委
組
織
部
部
長
、
秘
書
長
、
中
南
軍
政
委
員
会
委
員
な
ど
を
務
め

た
。

（
本
学
非
常
勤
講
師
）


